
 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科１年 

科目名 ファッションビジネスⅠ 

単  位     3単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：高橋 優 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッション業界における基礎知識(FBの変遷、産業構造、流通の仕組み等)の十分な理解を目標とする。 

また、各ジャンルでのトピックスを盛り込みながら、変化の激しいファッション業界に対応するための思考力を養う。 

企業コラボレーションではテーマに沿った企画立案をし、プレゼンテーションを通し企画力・発信力を向上する。 

  

【授業計画】 

 

１．ファッションの定義とファッションビジネスの特性・変遷 

  ・ファッションビジネス基礎知識   

  ・ファッション消費とビジネスの変遷（５０～１０年代） 

  ・最新ビジネスキーワード 
 

２．ファッション産業構造・流通・生産 

  ・川上、川中、川下の役割と現状   

  ・流通・生産・貿易の仕組み   
 

３．ファッションマーケティングとマーチャンダイジング  

  ・マーケティングの定義と概要、戦略 

  ・マーケットリサーチ   

   ・マーチャンダイジング定義・概論  
 

４．計数管理・ファッション販売・企業とルール 

   ・計数の重要性、基礎 

   ・売り場、接客の基本 

  ・社会常識、企業と組織、職種  
 

５．ビジネス企画演習 

  ・プレゼンテーション準備、点検 

  ・フィードバック（自己・他者評価） 
 

６．年間総復習 

 
【評価方法】  

総合評価 : 出席率／授業態度50%＋テスト50%  

 
主要教材図書 教科書：文化ファッション大系服飾関連専門講座⑫ファッションビジネス 

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 高橋 優 

 

授業の特徴と担当教員紹介      
【特徴】アパレル業界の基礎知識（業界構造や流通など）から企画演習までを学ぶ 
【教員】高橋 優：文化服装学院 専任講師 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



文化服装学院教務部
２０２５年度　カリキュラム科目概要

科ｺｰﾄﾞ RA1 科  名 単　　位 　　        2単位

科目ｺｰﾄ 科目名 授業時間

方法 コマ数 方法 コマ数

画像資料 /スクリーン 1
画像 /スクリーンにて説明
=>個人研究分析=>発表
=>議論・評価

7

画像資料 /スクリーン 1 画像資料 /スクリーン 1

画像資料 /スクリーン 1

画像資料 /スクリーン 1

画像 /スクリーンにて説明
=>グループ作業=>発表
=>議論・評価

6

画像資料 /スクリーン 1

画像資料 /スクリーン 1

画像資料 /スクリーン 1

画像資料 /スクリーン 1

画像資料 /スクリーン 1

画像資料 /スクリーン 1

画像資料 /スクリーン 1

画像資料 /スクリーン 1

画像資料 /スクリーン 1

弊社米国チームによる講義 1

記載者氏名：田島重則

主要教材図書
参考図書

ブランディング、貿易（輸出入）、
ライセンスビジネス
UI/UX Design、AI/ Singularity
世界のファッションマーケット
(LVMHから学ぶラグジュアリーマー
ケット）
世界のファッションマーケット
(Inditexから学ぶファストファッショ
ンマーケット）

Globalで戦う思考回路/考える力・伝
える力・議論する力

グローバルビジネス戦略

世界のファッションマーケット の未
来展望
世界のファッションマーケット (勝
ち組 vs 負け組）
Design Solusion

その他資料 : グローバルビジネスにおける実績、グローバル企業との実際のビジネスにおいての実際の重要課題

授業の特徴と担当教員紹介: 長年におけるNew York 生活と、現在もアメリカグローバルアパレル企業勤務で、世界中の企業との実務
実績からのグローバル市場の現状を学生へ伝え、世界との距離を縮めてまいります。

ファッション流通高度専門士科

Global Business I

【授業概要、到達目標・レベル設定】Global Fashion Businessとは？  世界のファッションビジネス構造はどの様になっているの
か？  今何故、グローバルな思考が重要なのか？ グローバルで戦う為に必要な国際意識を植え付け、創造的な " 検索力 " " 分析力 " "考える
力"”伝える力”" 質問力" "議論する力"を身につけ、真のコミュニケーションスキルを磨き、グローバルマーケットへ参入できる思考の育成。

Introduction: 年間授業概要説明・グ
ローバルファッションとは ?

世界のチャネル別ファッションブラ
ンド
商品開発の組み立て構造
Global Communication /日本と世界
の価値観の違い

世界の 4大ファッション都市を徹底
探索

【授業計画】講義・海外企業との協業・グループ作業・プレゼンテーション

テーマテーマ

【評価方法】課題内容（プレゼンテーション）、質問力、授業態度（積極性）、出席率

世界のファッションマーケット
(アッパーミドルマーケット）

担当教員（代表）：田島重則 共同担当者：MOTIVES International

海外進出/地方創生・地方ブランディン
グ

まとめ：グローバル社会との付き合い方



 

 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 マーケティング 

単  位 3単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：佐草勇樹 共同担当者：  
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

目的を持って情報収集し整理分析する力、アイディアを出す力を身につける。そのためマーケティングの基礎であるリサー

チから始め、その情報をもとにどのようにアパレル業界は運営されているのか、講義、実習を通して学ぶ。また「調べる・見

る・聞く」の実践を通し、客観的にモノを見ることの重要性を理解する。また企業とのコラボレーションを通して実務とマー

ケティングの関係性を理解し次年度以降のビジネスの応用につなげていく。 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 
 

◇目標を達成するための課題設定 

１．客観的にものを見て判断する力を養う→リサーチ 

２．マーケティングの中のマーケットリサーチを学ぶ→比較調査、企画のためのリサーチ計画から調査・分析・企画立案・発表 

３．考えや表現物を他者に伝えていくこと→プレゼンテーション（課題提出ごとに） 

 

◇授業概要（全 42コマ） 

１．マーケティングの基本であるマーケットリサーチとは（講義・演習） 

・流通の仕事に不可欠なマーケティングの中のリサーチについて 

 

２．顧客満足の価値観が及ぼす市場への影響を知る(講義・実習・発表) 

・お買い物に対する意識を世代別に把握＝時代の流れと価値観の変化を知る 

・ターケットセグメンテーションの重要性を、売り方を考える実習を通じて体感する 

■課題：「お買い物ヒアリング」■課題：「売り方を考える」  

 

３．業態別リサーチ(講義・市場調査・グループワーク実習・発表) 

・百貨店・ショッピングセンターのインショップ、セレクトショップ・ワンブランドショップの路面店の調査を通して業態ごと

の特徴(売り方の違い、立地、客層など)を知りファッション業界の小売がどのように運営されているのか調査分析する 

■課題：「ショップリサーチ(百貨店・ＣＳ・セレクトショップ・ワンブランドショップ)レポート」 

 

４．企業コラボ演習(スポットで実施/講義・実習・発表) 

・セレクトショップノベルティー企画のためのリサーチ計画と調査・分析 

・リサーチ報告書からノベルティー企画を考える(裏付けのある提案とは) 

・企画内容プレゼンテーションとフィードバック 

■課題：「リサーチ結果を踏まえたノベルティー企画」(グループ課題) 

 

５．前期後期まとめ(講義) 

・マーケティングにおけるリサーチの重要性 

 

６．プランニング演習(講義・実習・発表) 

・ブランドのプランニングを通じて、マーケティングを学びクリエイティションとビジネスを結び付けて学んでいく。 
 
 

【評価方法】  

学業評価(平常授業応答、課題)70%   授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)30% 
 
主要教材図書 特になし 

参考図書   特になし 

その他資料  講義記入プリント、ワークシート 
 

 

記載者氏名 佐草勇樹 

 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴 

授業聴講によるインプットだけでなく、リサーチ・分析を基にした企画等のアウトプット課題を行うことで理解を深める 
担当教員紹介 
 佐草勇樹 
・大学商学部商業学科、文化服装学院ファッションビジネス科卒業後、マーケティング会社でレディースマーケットの 

リサーチとブランドコンサルティングを経験。ファッションビジネス検定 1級取得。 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年  

科目名 アパレル商品構成基礎 

単  位 2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)： 中野 麗子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

基礎縫い、カジュアルパンツ、リメイクのアパレル商品構成を通じ、裁縫道具やミシン、ロックミシン、アイロンの 

使い方等、基礎知識と技術を習得する。 

 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

導入                   1コマ 講義 実習 

 
基礎縫い パターンメイキング       1コマ 講義 実習 
 

 ミシンの使い方              1コマ 講義 実習 
 
ロックミシンの使い方           1コマ 講義 実習 

 
マーキング・裁断             1コマ 講義 実習 
 
縫製・完成                4コマ 実習 
 
パンツパターンメイキング         1コマ 実習 

 
マーキング・裁断             2コマ 実習 
 
縫製・完成                7コマ 実習 
 
リメイクデザイン相談           1コマ 講義 実習 

 
各自のデザインでリメイク         7コマ 実習 
 
完成 発表                1コマ 発表 

 
 
 

   
【評価方法】  

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 評価基準：学業評価６０％、授業姿勢４０％ 

 

主要教材図書 コーディネートテクニックアパレル編Ⅱ 商品構成 

参考図書  

その他資料   
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
実習を伴うアパレル造形科目 
文化服装学院専任講師担当 

 

記載者氏名  中野 麗子 
 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
    

科ｺｰﾄﾞ RA1 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 アパレル商品論Ⅰ 

単  位 2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：佐藤 雄太郎 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

講義・実習を通し商品のアイテム名、ディテール、商品の計測の計測を学ぶ。 

アイテム分析実習を行いファッション業界で必要な商品知識の基礎を習得、向上を目指す。 

店頭の商品調査実習をすることで商品の縫製や品質、デザインに関する情報収集の基礎を学び理解を深める。 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 
 

  1．授業内容導入‥講義・レポート（2コマ） 

1アパレル商品知識授業内容、単位、評価について  

    2アパレル商品と消費者（品質表示、アパレル商品のサイズ表示）概説 
 

2．スカート商品知識‥講義・実習・レポート（5コマ） 

1スカート名称・スカート丈・ディテールの商品知識 

2スカート商品分析‥グループで詳細を分析し各自レポートまとめ 

3小テスト（習得知識の確認） 
 

3．パンツ商品知識‥講義・実習・レポート（5コマ） 

1パンツ名称・パンツ丈・ディテールの商品知識 

2パンツ商品分析‥個人で詳細を分析し各自レポートまとめ 

3小テスト（習得知識の確認） 
      
4．ボトム（スカートとパンツ）市場調査‥講義・実習・レポート（3コマ） 

1店舗市場調査の目的と現状把握し商品の傾向とターゲットの関係を理解 

2アイテム毎に代表的な素材、縫製やフィッティングのチェックポイント知る  

3 店舗市場調査‥エリア限定、個人で調査し各自レポートまとめ 
 

5．シャツ・ブラウス商品知識‥講義・実習・レポート（5コマ） 

1シャツ、ブラウス名称・ディテールの商品知識 

2シャツ、ブラウス商品分析‥個人で詳細を分析し各自レポートまとめ 

3小テスト（習得知識の確認） 
 

6．ジャケット商品知識‥講義・実習・レポート（5コマ） 

1ジャケット名称・ディテールの商品知識 

2ジャケット商品分析‥個人で詳細を分析し各自レポートまとめ 

3小テスト（習得知識の確認） 
 
7．トップス（シャツ、ブラウスとジャケット）市場調査‥講義・実習・レポート（3コマ） 

1店舗市場調査の目的と現状把握し商品の傾向とターゲットの関係を理解 

2アイテム毎に代表的な素材、縫製やフィッティングのチェックポイント知る  

3 店舗市場調査‥エリア限定、個人で調査し各自レポートまとめ 

     

 
 
【評価方法】  

学業評価(平常授業応答、課題)70%   授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)30% 

 

主要教材図書 文化ファッション体系改訂版ファッション流通講座②コーディネートテクニック アパレル編Ⅰ（商品知識） 

参考図書   ファッション辞典 

その他資料  実物標本（ファッションリソースセンター） 
 

 
記載者氏名 佐藤 雄太郎 

 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴 ：授業聴講によるインプットだけでなく、リサーチ・分析等のアウトプット課題を行うことで理解を深める 
担当教員紹介：文化服装学院 専任教授  

 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  RA1 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名  ファッション流通高度専門士科 

科目名  アパレル素材論 

単  位 2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)： 小林 未佳 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

 アパレル製品の主な素材である布地について、繊維、糸、布の構造や性質を学び、ファッションに携わる者が知るべき基

礎知識を習得する。 

 繊維、糸、布地（織物・編物）、また染色、加工などの種類や特徴を、「講義」「実習」で理解を深める。 

 知識としての習得だけではなく、アパレル業界で実践できる力を習得する。 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 
 
1. 概論（講義・演習）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1コマ 

 1-1 素材の重要性 

  1-2 アパレル製品と素材に求められる品質と機能 

 1-2 テキスタイルの種類と特徴（テキスタイルファブリックの作成） 
 

2． 繊維 

 2-1 繊維の分類（講義・実験）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3コマ 

（1）繊維の長さと太さ 

（2）繊維の鑑別（顕微鏡法、呈色法）  

 2-2 天然繊維（講義・演習）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10コマ 

  （1）植物繊維 （2）動物繊維 

・・各繊維の構造と成分、性質、各繊維の性質に関わる演習（綿：精練の効果、毛：フェルト化 他） 

 2-3 化学繊維（講義・演習） 

   （1）再生繊維 （2）半合成繊維 （3）合成繊維 

・・各繊維の構造と成分、性質、 

各繊維の性質に関わる演習（アセテート：アセトンによる溶解、ポリエステル：繊維の製法 他） 
 

3. 糸（講義・演習）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5コマ 

 3-1 紡績糸とフィラメント糸 

 3-2 糸の撚り構成 

   （1）撚り方向 （2）撚り数 （3）撚り合わせ （4）糸の撚り構成を調べる 

  3-3 糸の太さ 

   （1）恒重式 （2）恒長式 （3）糸の太さの測定 
 
4. 布地（講義・演習）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6コマ 

  4-1 織物 

 4-2 編物 

 4-3 その他の布地 

    ・・製造工程、構造、組織、主な布地の名称と特徴、表裏・たてよこの見分け方 
 
5. 仕上げ加工（講義）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1コマ 
 
6. 繊維製品に関する品質表示（講義・演習）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1コマ 

 6-1 繊維の種類と指定用語 

 6-2 繊維製品の取扱いに関する表示記号 
 

7．まとめ／総括（講義）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1コマ 
 
 
【評価方法】  

S～C・F評価（学業評価 80％ 授業姿勢 20％） 

 
主要教材図書 文化ファッション大系服飾関連専門講座③「アパレル素材論」文化服装学院編文化出版局／「ワークブック―

アパレル素材論―」文化服装学院教科書出版部／「テキスタイルファブリック」文化学園事業局               

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
講義に加えて実習も取り入れ、アパレル素材について理論と実践の両面から学びます。 
文化女子大学大学院（現・文化学園大学大学院）博士後期課程単位取得満期退学、神奈川県産業技術センター（非常勤）勤務
を経て、現在、文化学園大学服装学部専任准教授。学位：博士（被服環境学） 

 
記載者氏名 小林 未佳   

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

科ｺｰﾄﾞ  RA1 

科目ｺｰﾄﾞ 502100 

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 ファッション色彩 

単  位   2単位 

授業期間 （通年） 
 
担当教員(代表)：桑野恵美 共同担当者：  

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッション分野における色彩の基本的な知識とテクニックを講義と演習を通して学ぶ。色を体系的、

心理的、科学的視点からも学ぶことにより、目指す現場で感覚だけに頼らないより効果的に色彩を活用

するための基礎をつくることを目標とする。 
  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ

数、他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 
 

1．オリエンテーション  （1コマ）〈講義・演習〉  
                                                        

2．色彩の基礎      （6コマ）〈講義・プリント演習・課題作成〉 

   ○色の三属性とトーン ○等色相面 色立体 純色・清色・濁色  ○ヒュー＆トーンシステム  
 

3．色彩の識別      （2コマ）〈講義・プリント演習〉 

   ○色相の識別  ○トーンの識別      
 

4．配色の基礎（1）    （3コマ）〈講義・プリント演習〉            

   ○色相を基準とした配色  ○トーンを基準とした配色        

   ○フォ・カマイユ配色 トーン・オン・トーン配色 トーン・イン・トーン配色 トーナル配色 
 

5．配色の基礎（2）    （4コマ）〈講義・プリント演習・作品〉 

   ○ドミナント配色 コントラスト配色  

   ○シンメトリー アシンメトリー レピテーション グラデーション セパレーション アクセント  
                

6．色彩の機能      （1コマ）〈講義〉  

   ○色彩のはたらき  ○ファッションにおける色彩の役割 
 

7．色彩の科学      （1コマ）〈講義・プリント演習〉  

   ○光と色  ○三原色と混色 
 

8．色彩の生理学     （1コマ）〈講義・プリント演習〉 

   ○眼球の構造とはたらき 
 

9．色彩心理       （2コマ）〈講義・プリント演習〉       

   ○色彩の感情効果  ○色の見え 
 

10．色彩の伝達      （1コマ）〈講義・プリント演習〉 

   ○固有色名 慣用色名 系統色名  ○記号 
 

11．ファッション産業における色彩の役割   （2コマ）〈講義・プリント演習・課題作成〉 

   ○企画段階の色彩情報の整理 
 

12. ファッション産業の色彩     （5コマ）〈講義・プリント演習・課題作成〉 

   ○服飾デザインにおける色彩表現  ○パーソナルカラー 
  
【評価方法】  

Ｓ〜Ｃ・Ｆ評価   評価基準：学業評価70％ 授業姿勢30％  試験及び作品評価 

 
主要教材図書『ファッション色彩１』（文化出版局）ファッション色彩能力検定試験３級公式問題集            

参考図書  

その他資料 ベーシックカラー140 カラーチャート 
 

 

記載者氏名 桑野 恵美 

 

授業の特徴と担当教員紹介      
ファッション・アパレルにおける販売・商品企画・店舗 V M D 等の活動経験をもとに、 
ファッション業界における色彩の基本的な知識の習得とその活用スキルを身につける授業を行う。 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション高度専門士科 1年 

科目名 ファッションコーディネート 

単  位  2単位   

授業期間 （ 通年 ） 
 
担当教員(代表)：野口 恭子 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】  

時代への適応力を持ち合わせ、客観的に捉えたファッションコーディネートの提案能力を養う。 

実物を使用して、実践的に取り組みながら学習することを目標とする。 

（講義１０コマ実習１８コマ）計２８コマ 

  
【授業計画】 

 
・ファッションコーディネートの基本的な知識と技術 ・・・・２コマ（講義２コマ） 

 

・オケージョンに視点を置いたコーディネート・・・・・・・・１コマ（実習１コマ） 

 

・ファッショイメージに視点を置いたコーディネート ・・・・９コマ（講義３コマ 実習６コマ） 

 （クラシックイメージ／エレガントイメージ／ロマンティックイメージ／スポーティブイメージ／ 

  エスニックイメージ／マニッシュイメージ／モダンイメージ／アヴァンギャルドイメージ） 

 

・アクセサリーに視点を置いたコーディネート・・・・・・・・８コマ（講義３コマ 実習５コマ） 

 （イヤリング／帽子） 

 

・カラーに視点を置いたコーディネート・・・・・・・・・・・８コマ（講義２コマ 実習５コマ） 

 （フォカマイユ／コントラスト／セパレーション／アクセント／トーンオントーン／ 

  トーンイントーン／グラデーション／マルチ） 

 

合計 ２８コマ 

 
【評価方法】  

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

評価基準：学業評価 90％ 授業態度 10％ 
 
主要教材図書  

文化ファッション大系 ファッション流通講座 コーディネートテクニック 演出編                  

参考図書      なし 

その他資料    なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介      
【担当教員】 野口 恭子 
 
 
記載者氏名 野口 恭子 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



ファッション流通高度専門士科 1年 

 

 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ 11606700 

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 ファッション販売知識 

単  位    1単位 

授業期間 （ 通年 ） 
 
担当教員(代表)： 中山 修 共同担当者：  

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッション販売を通じ社会人として身に付けなければならない常識・道徳・礼節を学び習得する。 

刻々と変化するファッションビジネスにおいて柔軟な思考を持ち様々な販売スタイルに対応する思考を学ぶ。 

販売・接客の技術を学び、『物を売る』という行為が様々なビジネスの根幹にあるということを認識する。 
  

【授業計画】 

 
販売を高度なコミュニケーション能力と位置付け、販売業に必要な技術、知識にのみならず、販売を中心としたアパレル・ 

ファッション業界全般との仕事のやりとり、それらを円滑に進めるための常識・道徳・礼節の習得。 

 

スタートは『仕事とは』なにか。つまり専門性の高い仕事の為の授業への理解を高めます。授業を受け入れる為の器作りを 

目的とし、興味・好奇心を引き出し学びの重要性の理解を目的とします。 

販売の体験 今自身の好きなお店へ訪問し販売を体験してもらいます。現場の販売の理解・お客様から売る側への意識の 

転換を目的とし販売を受けた感想の発表及びディスカッション。販売に対する既存のイメージの再構築の指導。各々が体験 

した販売と実際に求められていく販売とのギャップを整理・理解していってもらいます。 （１コマ） 

 

販売の周りの仕事。販売の周辺の仕事の理解により仕事の明確化と良い仕事の仕方を学びます。 

小売業務のおける基本用語の習得。 

MD→仕入れ・制作→販売。納品→販売→購入又は物流への返品。など前後の仕事の理解による立ち位置の理解。 

その他 客注、修理、ストックなどの業務の存在・基本用語の指導を行います。 （２コマ） 

 

販売員（社会人）としての心得。挨拶・表情・気遣い・笑顔・言葉使いを目的とし、第一印象の重要性への理解。挨拶・ 

表情・気遣い・笑顔・言葉使いなどの指導及び実技。人に伝えることの重要性を学ぶ。お客様と共に働くスタッフとの 

コミュニケーションの重要性の理解。 

遅刻・掃除・身だしなみ。遅刻・掃除・身だしなみにおける重要性への理解。遅刻が及ぼす影響、掃除という仕事の多面

性、身だしなみの影響。 （２コマ） 

 

ECとリアル店舗の関係性。SNSと販売の関係性。運営側からみる ECとリアル店舗の理解。SNSの扱いの知識の習得。 

ECにおける販売技術の重要性（セールスライティング）の指導。SNSの活用方法及び危険性の指導。弊社店舗をサンプルに 

展開します。 （１コマ） 

 

夏季休暇の課題に自信の好きな物。アパレルに拘らずに幅広く条件を開き、数分間の制限時間で他者におすすめする。 

一つは自身の好きな事、物をすすめる。これにより知識、経験、感動をアウトプットすることにより自分のコントロール 

できるものになるという経験の習得。もう一つはファッションをビジネスとするときに必要な感覚の一つに、カルチャーや 

経験をファッションに落とし込むと言う物があります。それらはファッション外へ伸ばしたアンテナによりキャッチする 

認識能力だと考えます。人に感動や経験をすすめそのトークを自分の物にする、様々な事柄への認識能力を高める、この 

二つの習得が目的です。 （２コマ） 

 

販売・接客の流れの把握。及び技術の習得 

販売という仕事に流れ・型がありその全体像の把握。エンターテイメントとしての接客技術。アプローチ・商品説明・日常 

会話これらの技術の詳細及び販売の流れの指導。アプローチの実技・商品説明、知識の習得の必要性の理解。日常会話の 

必要性の理解。 

コーディネイト提案・クロージング・動的待機・商品整理（おたたみ含む）の指導。コーディネイト提案の必要性と実技。 

クロージングの重要性と流れ。動的待機の重要性の理解。商品整理の重要性と実技。 

修理・客注・レジ操作・犯罪への対応指導・災害への対応指導。パフォーマンスとしての心得。修理・客注・レジ操作などの 

実務の理解。犯罪、事故、災害への対応。SNS業務の理解。SNS業務などの指導。クレーム対応の指導。クレームとは何かの 

認識。 （３コマ） 

 

再度、実店舗へ行き接客を受けレポート提出。接客、販売を授業受け、販売する側としての視点を持ちどのように変わった 

か。 

自身を分析し発表。発表の際は内容だけでなく人に伝える適性の声量か、敬語の使い分けなども評価しコミュニケーションが 

しっかり取れているか、アピールできているか等も評価対象とします。 （２コマ） 

 
 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



【評価方法】  

出席 20% 授業姿勢 40% 学業評価 40% 

 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
特徴 ファッション販売業を基本としそこから派生するコミュニュケーション能力の重要性。時代によって変化していく 

小売業の販売の仕方の多様性に焦点を置いた講義。 
紹介 2009年販売代行会社 Interlude合同会社設立。販売スキルに重点を置いたスタイルの会社です。 
   2014年株式会社 OriginalThoughts設立 代官山にてセレクトショップ goodLIFESTOREを運営 

 
記載者氏名  中山 修 

 



 

 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 ファッション史 

単  位  ２単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：石上 美紀 共同担当者： 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッション史の通史的、概論的講義。古代から現代に至る西洋を中心とした歴史の流れと服装の推移発展を

理解させる。特にヨーロッパの服装の変化と特性に重点を置き、現代ファッションの生成を理解し、学生が今

後ファッション業界でその知識を活かせるようにする。 
  

コマ 内 容 コマ 内 容 

1 オリエンテーション              （講義） 16 近代の服飾（３）１９世紀後期                 （講義） 

2 衣服の起源                 （講義） 17 近代の服飾（４）アール・ヌーボーとアール・デコ （講義） 

3 古代の服飾（１）              （講義） 18 １９１０年代ファッション                      （講義） 

4 古代の服飾（２）                （講義） 19 １９２０年代ファッション                      （講義） 

5 中世の服飾（１）                （講義） 20 １９３０年代ファッション                      （講義） 

6 中世の服飾（２）                （講義） 21 １９４０年代ファッション                      （講義） 

7 近世ルネサンスの服飾（１）           （講義） 22 １９５０年代ファッション                      （講義） 

8 近世ルネサンスの服飾（２）           （講義） 23 １９６０年代ファッション                      （講義） 

9 近世バロックの服飾（１）            （講義） 24 １９７０年代ファッション                      （講義） 

10 近世バロックの服飾（２）            （講義） 25 １９８０年代ファッション                      （講義） 

11 近世ロココの服飾（１）             （講義） 26 １９９０年代～２０００年代ファッション        （講義） 

12 近世ロココの服飾（２）              （講義） 27 １９世紀から２０世紀まとめ 小テスト          （演習） 

13 近世まとめ 前期末試験             （試験） 28 年度末試験                                     （試験） 

14 近代の服飾（１）１９世紀前期              （講義） 29 ※本年度博物館見学、レポート課題（実習） 

15 近代の服飾（２）１９世紀中期              （講義） 30  

 
【評価方法】  

Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｆのアルファベット評価 学業評価…85％ 授業姿勢…15％ ※左記を目安に総合的に評価する 
 

主要教材図書 「文化ファッション大系 服飾関連専門講座⑪改訂版・西洋服装史」、ファッション辞典（文化出版局）              

参考図書      折に触れ紹介する 

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介   
実物資料や、画像、映像資料などを盛り込み、幅広くファッションの歴史を学ぶ授業。 
石上美紀…2007年～文化服装学院非常勤講師。 

 

記載者氏名 石上 美紀 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
     

科ｺｰﾄﾞ  RA1 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 コンピューターワークⅠ 

単  位    2単位 

授業期間 （通年） 
 
担当教員(代表)：髙橋 翼  

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

オフィス系及びグラフィック系のソフトの基本操作を学びながら、目的・用途に応じた使い分けを可能にし、表現方法に広が

りを持たせることを目標とする。 

・グラフィック系ソフト:Adobe Illustrator/Photoshop/Express/Canva ・オフィス系ソフト:Microsoft Excel / Googleス

ライド 
  

【授業計画】 

 

■オリエンテーション 

 教室利用の注意事項、ログイン方法、タイピング練習など 

 

■Googleスライド 

 ツール基本操作、スライドの作成、画像の利用、アニメーション・画面切り替えの設定など 

 

■Excel 

 表作成および四則演算、基本関数、グラフ作成など 

 

■Photoshop 

 画基本操作、画像の切抜き方法（マスクの理解）と画像合成 

 各種画像フォーマットのデータ保存など 

 

■Illustrator 

 基本操作（図形描画、文字入力、着色、図形の変形、レイヤーの理解など） 

 図形を組み合わせたイラストの作成 

 

■Canva 

 ポスター、招待状のデザイン 

 

■Express 

 Instagramのスライド、ストーリーズのデザイン 

 

■最終課題 

 これまで習得したあらゆるソフトを駆使し、自ら適宜に判断・使用し、課題を作成していく。 

 

 
 
【評価方法】  

評価基準：学業評価７０％、授業姿勢１０％、出席率２０％ 

         
 
主要教材図書    

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
受講者がパソコン初心者であることを前提に進行。ソフトの基礎・応用をこなし課題制作を通してスキルを習得することがで
きる。 
髙橋 翼 
デザイン事務所、デザイン専門学校学科長、スポーツメーカーデザイナーを経て現在に至る。ファッションやプロダクト、サ
スティナブル分野を中心にデザイン活動、教育、ワークショップなど幅広く活動。公益社団法人日本インダストリアルデザイ
ン協会（JIDA）理事。    
 
記載者氏名  髙橋 翼 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 １年 

科目名 自由研究 

単  位 ２単位 

授業期間 後期 
 
担当教員（代表）:中野 麗子 共同担当者：  
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

自身の興味関心事の深堀りなど、これまでのファッションとの関わりを振り返り、ファッションを通して自分の強みを発見

する。その興味関心事に対して、自身の強みと掛け合わせて「知る」ということを軸にした研究を実施していく。 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

・導入                      1コマ 

 

・面談 自己分析                 3コマ   

  

・リサーチ設計                  1コマ 

 

・リサーチ結果まとめ               2コマ 

 

・研究視点検討                  3コマ 

 

・リサーチ設計・実施               3コマ 

 

・リサーチまとめ                 1コマ 

 

・中間発表準備                  2コマ 

 

・ブラッシュアップ                1コマ 

 

・リサーチ分析                  3コマ 

 

・まとめ                     2コマ 

 

・発表準備                    3コマ 

 

・成果発表会                   3コマ 

 
【評価方法】  

学業評価(平常授業応答、課題)70%   授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)30% 

 
主要教材図書 特になし 

参考図書   特になし 

その他資料  特になし 
 
授業の特徴と担当教員紹介 

実習を伴う自由研究科目 
文化服装学院専任講師担当 

 

記載者氏名 中野 麗子 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ    RA1 

科目コード 101091 

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 ニット A（自由選択） 

単  位   １単位 

授業期間    前期 
 
担当教員(代表)：前田 亜希子 共同担当者：  

 
 

概要 

ハンドニットの一般知識（素材・道具・編み地）と棒針、鉤針の編み方の理解と作品作りの知識を習得し、   

ニットの可能性を広げる。 
  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、他科目との関連性、使用パソ

コンソフト名・ボディ種類、見学先 

回数 内 容 方法 コマ 

1 ニットの一般常識、指編み実習 講義・演習 １ 

2 棒針編み基礎、作り目、表編み（パール編み） JIS記号 講義・演習 １ 

3 棒針編み基礎、裏目（メリヤス編み・ゴム編み） 講義・演習 １ 

4 棒針編み基礎、三原組織、伏せ止め 講義・演習 １ 

5 鉤針基礎（鎖編み、細編み）JIS記号について 講義・演習 １ 

6 鉤針基礎（細編み・中長編み・長編み）・長編みの円 講義・演習 １ 

7 ニットの素材・ファンシーヤーン 講義 １ 

8 各自制作する作品についての指導、ゲージの取り方、作図・計算 講義・演習 １ 

9 各自作品制作・指導 演習 １ 

10 各自作品制作・指導 演習 １ 

11 各自作品制作・指導 演習 １ 

12 各自作品制作・指導 演習 １ 

13 ニット総括、作品発表会 講義・発表 １ 

 
評価方法・対象・比重 

提出物…８０％  授業姿勢・出欠席…２０％ 
 
主要教材図書  講座 ニットの基礎技術 抜粋プリント 

授業の特徴と担当教員紹介 
 ハンドニットを中心にニットの基礎を理解し、演習を通じてニットの楽しさや多様性を知り、ニットの可能性を広げる

授業。ハンドニットから工業ニットまで幅広いニットの知識と技術を専門とする教員が授業を展開する。 
 

 

記載者氏名 前田 亜希子 

 

２０２５年度カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ    RB2 

RA1234 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 Ⅰ部 ファッション流通科 2年      

ファッション流通高度専門士科 

科目名 ソーイング a 

単  位   1単位 

授業期間 前期 

 
担当教員(代表)：中野 麗子  共同担当者：  

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

各自のコーディネートにプラスすることでより効果的に表現できるアイテム（つけ衿・リメイク）を 2点制作

する。各自のデザインに応じた制作方法を指導、理解させる。  

 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

コマ 内 容 

1 導入、デザイン相談（つけ衿） 

2 デザイン決定、裁断、解体 

3 点検・実習 

4 点検・実習 

5 点検・実習・提出 

6 導入、デザイン相談（リメイク） 

7 デザイン決定、裁断、解体 

8 裁断、解体 

9 点検・実習 

10 点検・実習 

11 点検・実習 

12 点検・実習・提出 

13 制作物を用いたスタイリング撮影実習（発表会） 

 

【評価方法】 

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 評価基準：学業評価 70％ 授業態度 30％ 
 
主要教材図書  
文化ファッション大系 ファッション流通講座 コーディネートテクニック アクセサリー編                  

参考図書  

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介 

実習を伴うアパレル造形科目 
文化服装学院専任講師担当 

 

記載者氏名 中野 麗子 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ RB2 

科目ｺｰﾄﾞ 
科  名  ファッション流通科 2年 

ファッション流通高度専門士科 1年～4年共通自由選択 

科目名 選択帽子（布帛） 

単  位    １単位 

授業期間 前期 

 

 
担当教員(代表)：德滿 真紀 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

  布帛による基本的な帽子を製作し、知識と技術を取得する。 

発表会を行うことにより、帽子を使用したアクセサリーコーデネートを行う。 
  

【授業計画】 
 

 

Ⅰ．帽子の一般知識導入…（講義・実習）1コマ 

  １歴史・名称・素材・用具・かぶり方・マナー 

  ２自分のヘットサイズの測り方を学び、採寸 

 

Ⅱ．ベレー帽・バゲット製作…（講義・実習）5コマ 

  ベレー帽・バゲッドの構造を理解する 

１パターン製作 

２裁断・印つけ・本縫い 

 

 Ⅲ．自由作品製作（ベレー・バゲット・ヘッドアクセサリー）…（講義・実習）6コマ 

   各自製作の帽子の構造を理解する 

１パターン製作 

２裁断・印つけ・本縫い 

 

 Ⅳ．作品提出 

   製作した作品に合わせトータルコーディネートし、写真撮影したものを課題として提出 

 
【評価方法】 1 S・A・B・C・F評価  

 2 評価基準…学業評価 50％ 授業姿勢 50％  

 
主要教材図書 文化ファッション大系 ファッション流通講座③コーディネートテクニックアクセサリー編 文化服装学院編 

学校法人文化学園 文化出版局                 
参考図書   文化ファッション大系 ファッション流通講座③コーディネートテクニック演出編Ⅰ 文化服装学院編 
       学校法人文化学園 文化出版局 

その他資料  なし 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴  布帛の帽子に関するパターン作りと縫製方法を身につける。 
担当教員紹介  
 
記載者氏名  夏目 幸恵 

 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 
        

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科１年 

科目名 映画から見るファッション 

単  位     1  単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：関根 麻里恵 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

授業概要：ファッションを伝えるメディア（媒体）の一つとして映画を捉え、映画のなかのファッションが時代によってどの

ような役割を担っていたかを学ぶ。具体的には、スターがスター足らしめた時代（1910-60年代）と「ニュー・シネマ」以降

（1960年代後半-現在）と大きく二つに分け、①映画の技術の発展（サイレントからトーキー、モノクロからカラーなど）と

衣装の見せ方の関係性、②映画のなかの俳優とファッションの関係性、③そこに描き出されていた理想の男らしさ・女らし

さ、④当時の社会との関係、⑤観客の眼差しの変遷について、特筆すべき映画の具体例を交えながら検討していく。 

到達目標：映画のなかのファッションが時代によってどのような役割を担っていたかを理解し、ファッションの魅力を人に伝

えられるように言語化（＝レポート提出）することを目標とする。 

レベル設定：映画を定期的に鑑賞していて、映画とファッションの関係やジェンダーに興味があり、なおかつそれを知ろうと

する向上心のある学生が好ましい。 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

第 1回 イントロダクション 講義 1 

第 2回 映画・ファッション・ジェンダーの関係 講義 1 

第 3回 1910年代-1920年代：サイレント時代 講義 1 

第 4回 1930年代-1940年代：ハリウッド映画黄金時代 講義 1 

第 5回 映画作品鑑賞① 講義 1 

第 6回 1950年代-1960年代前半：娯楽大作主義時代 講義 1 

第 7回 1960年代後半-1970年代前半：アメリカン・ニューシネマ、パニック映画時代 講義 1 

第 8回 映画作品鑑賞② 講義 1 

第 9回 1970年代後半-1990年代前半：ニュー・アメリカン・ドリーム、ビデオ時代 講義 1 

第 10回 1990年代後半-：CG時代 講義 1 

第 11回 映画作品鑑賞③ 講義 1 

第 12回 2000年代-2010年代：災害と映画、フィルムからデジタル、そしてインターネットへ 講義 1 

第 13回 まとめ 講義 1 
 

【評価方法】  

S〜C・F評価。出席（40％）＋コメントシート（10％）＋レポート（50％） 
 
主要教材図書 なし              

参考図書 
川本恵子『新装版 魅惑という名の衣裳―ハリウッド・コスチュームデザイナー史』株式会社キネマ旬報社、2009年。 
村山匡一郎編『映画史を学ぶ クリティカル・ワーズ【新装増補版】』フィルムアート社、2013年。 

その他資料 適宜配布 
 

授業の特徴と担当教員紹介   
授業の特徴 ：ファッションも映画も、その当時の社会的背景や技術に影響をうけて発展・衰退・進化をしているメディアで 

あることを、歴史を踏まえながら理解することで、ファッション、映画双方への理解を深めることができる。 
担当教員紹介：専門は表象文化、ジェンダー・セクシュアリティ、文化社会学。ファッション批評誌『vanitas』（アダチプレ

ス、2013 年）のほか、『ユリイカ』『現代思想』などに寄稿。共著に『「百合映画」完全ガイド』（星海社、2020
年）、『クリティカル・ワード ファッションスタディーズ――私と社会と衣服の関係』（フィルムアート社、
2022 年）、『ポストヒューマン・スタディーズへの招待――身体とフェミニズムをめぐる 11 の視点』（堀之内出
版、2022 年）、『ゆさぶるカルチュラル・スタディーズ』（北樹出版、2023 年）、『ウィメンズ・ムービー・ブレ
ックファスト』（フィルムアート社、2024 年）、共訳に『ファッションと哲学』（フィルムアート社、2018 年）
がある。（2025年 5月現在） 

 
記載者氏名 関根麻里恵 
 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
     

科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 オーラルトレーニング a/b 

                      (自由選択) 

単  位   各１単位  

授業期間 （ 集中 ） 

 
担当教員(代表)：中野麗子 共同担当者： 合同会社 DMM.com 

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

第二外国語学習（英語）に対する単位認定。 

各自のレベルに合わせた学習を集中・継続して行うことにより、発音や表現の向上を目指す。 

 
【授業計画】 

 

・単位語学留学 a/b各 1単位取得 

・1単位当たり 40回（1回 25分）の学習をもって 1単位の認定とする 

・合同会社 DMM.comのオンライン英会話学習教材を使用 

・レベルに合わせた目標を設定し、実習 

・終了後は受講証明書を発行し、提出 

・上記証明書と共に成果報告書を作成し提出することで単位認定 

 
【評価方法】  

40回受講し、修了書発行に対し単位付与 
 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
     

 
記載者氏名  中野麗子 

 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 インターンシップ a 

 (自由選択) 

単  位  1単位 

授業期間 （ 集中 ） 

 
担当教員(代表)：中野麗子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

社会に出てからのキャリア向上に向けた実務体験をする。各自それぞれの能力に合わせて設定できる自由選択と 

する。 

 
【授業計画】 

 

 

・インターンシップ a１単位取得 

・主に就職内定先や、各自のキャリア向上のために学生自身がインターンシップ先を開拓する。 

・インターンシップ先の業務内容と各自のキャリア設計に合わせた目標を設定し、実習を行う。 

・インターンシップ先の指導責任者の方にフィードバックをいただく。 

・研修中のレポートは定期的に点検を行い、終了後は成果報告書を作成し提出することで単位認定とする。 

 

 

 

【評価方法】  

出席状況、実習内容のフィードバック、レポートと成果報告書を基に評価を行う。 

 
主要教材図書  なし            

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
     

 
記載者氏名  中野麗子 

 

 

 

 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
     

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 1 年 

科目名 コラボレーション a/b（自由選択） 

単  位    各 1 単位 

授業期間 集中 
 
担当教員(代表)：中野麗子 共同担当者：ファッション流通高度専門士科 2～4 年担任 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

リサーチから企画立案、発表を通し、共感を呼ぶ価値の創造とコミュニケーションを学ぶ。また企業とのコラボレーション

による実践的学びと実務家からの評価いただくことで、業界におけるビジネスの現状を知る。 

  
【授業計画】 
テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 
他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 
 
 

・企業とのコラボレーションにより、リサーチから企画の種を探し、提供価値をコンセプトとして表現し、コンセ 

プトを具現化していくプロセスを学ぶ。 

 

・グループワークを行うことで、コミュニケーション力やリーダーシップ、チームビルディングを体験し、上級で 

はマネジメント力を身に付ける機会とする。 

 

 

【評価方法】 

  出欠、課題、グループワーク、発表、レポート 
 
 
主要教材図書    
   

参考図書    

その他資料   
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 
 

 
記載者氏名  中野麗子 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 
         

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 English Communication I 

単  位  2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：増田和香子 共同担当者：  

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

初級程度の英文法を学んだ学生を対象に文法の復習と、口頭での運用力の強化を主な目標とする。英語の音声に慣れ、 

標準的な英語の発音をインプットし、日常会話の中で自然にアウトプットができるようになることを目標とする。 
 

 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

Orientation 
 

演習 1 Review of the spring semester & 
Culture 1 

演習 1 

Unit 1: Classroom English and self-
introduction 

演習 1 Unit 13: Likes and dislikes (gerunds) 演習 1 

Unit 2: How to pronounce the fashion 
brands 

演習 1 Unit 14: The modal verbs (1) 演習 1 

Unit 3: Occupations 演習 1 Unit 14: The modal verbs (2) 演習 1 

Unit 4: Calendar (an ordinal number) 演習 1 Unit 15: Prepositions 演習 1 

Unit 5: Adjectives 1 (weather and 
temperature) 

演習 1 Unit 17: Giving directions 演習 1 

Unit 6: Pronouns 演習 1 Comprehensive review of asking for 
and giving directions 

演習 1 

Unit 7: Demonstrative pronouns 演習 1 Unit 16: Conjunctions 演習 1 

Unit 8: Time and frequency 演習 1 Unit 18: Adjectives 2 (for materials) 演習 1 

Unit 9: The past tense 演習 1 Culture 2: Christmas (Holiday 
season) 

演習 1 

Unit 10: The present perfect tense 演習 1 Unit 19: Comparison 演習 1 

Unit 11: Daily routine (the present 
tense) 

演習 1 Preparation for the final presentation 演習 1 

Unit 12: "wh" questions 演習 1 Final exam 演習 1 

   Final presentation 演習 1 
 
【評価方法】  

平常点（出席、クラス参加）30％、中間試験 30％、ライティング 10％、期末試験 30％の評価基準を用い、 

S～C・F評価をする。 
 

主要教材図書  Essential English for Fashion Students（文化服装学院編） 

参考図書 なし 

その他資料 なし 

 
授業の特徴と担当教員紹介  

標準的な英語の音声をインプットし、発音とアクセント、イントネーションに気を付けながら発話練習を行う。 

 
記載者氏名 増田和香子 
 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 1年 

科目名 キャリアディベロップメントⅠ 

単  位     ２単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：二上 武生 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

フィールドワーク課題、自由研究課題を通し、自分の興味を明らかにし、ビジネススキルを修得する 

・自分を掘り下げて、ファッションと自分の原点を探る 

・興味のあるファッション情報や社会課題などに着目する 

・文章作成やプレゼンテーションを通じた表現力を磨く 

  ・観察力、企画立案力、チームワーク力を磨く 

・研究、調査方法を磨く 

  
【授業計画】 
 
Ⅰ．ガイダンス・キャリアについて考える･･･････････････････････････････････････（講義・個人ワーク）＜２コマ＞ 

・授業のねらい、授業の概要の理解 

・文化服装学院進学理由から将来の目標をイメージする 
 
Ⅱ．ビジネススキを修得する････････････････････････（講義・個人ワーク・プレゼンテーション）＜３コマ＞ 

・レポーティングスキル 
・プレゼンテーションスキル 
・チームワークスキル 

 
Ⅲ．自分とファッション興味を掘り下げる･･･････････････（講義・個人ワーク・プレゼンテーション）＜５コマ＞ 

・自分の過去の具体的出来事や社会課題から探る 

・ロールモデルから探る 
 
Ⅳ．ビジネスマナーの修得･････････････････････････････（講義・ケーススタディ）＜１コマ＞ 

・履歴書の書き方 

・アポイントのメールの出し方や電話のかけ方 
 
Ⅴ．ビジネスにふれる・企画力を磨く（フィールドワーク課題の実践）（講義・個人ワーク・プレゼンテーション）＜９コマ＞ 

・「コンセプト」を考える 

・伝わるプレゼンテーション力を磨く／スライドの作り方を学ぶ／表現方法を学ぶ 

・企画プレゼンテーションを実践する 

・フィールドワーク課題／振り返り（企画立案、プレゼンテーション、チーム協働） 
 

Ⅵ．将来について考える（自由研究課題の実践）･････････（講義・個人ワーク・プレゼンテーション）＜６コマ＞ 

・自由研究課題について考える 

・やりたいことを考える 

・調査研究方法について考える（行動計画立案含む 

・自由研究課題発表のプレゼンテーションを考える 
 

Ⅶ．学習内容振り返り･････････････････････････････････（講義・個人ワーク・プレゼンテーション）＜１コマ＞ 
 
※各授業でプレゼンテーションやレポート作成を行う 

 
【評価方法】  

プレゼンテーション・レポート80%＋グループワーク20% 

 
主要教材図書 特になし                 

参考図書   特になし 

その他資料  随時配布 
 

 

記載者氏名 二上武生 

 

授業の特徴と担当教員紹介 
教員講義による一方向の授業ではなく、教員により提供された情報や考え方をもとに学生自ら考え、それを伝えるアクテ
ィブラーニング型授業です。 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 １年 

科目名 特別講義Ⅰ 

単  位   ２単位 

授業期間 通年 
 
担当教員（代表）:中野 麗子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッションを広く捉え、グローバルに活躍する人材から社会の現状やビジネスの難しさ、楽しさを学び、 

幅広い視野を持ちキャリアを積み上げていく柔軟な発想へつなげていくことを目標とする。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

・新入生歓迎イベント                    3コマ 

・4学年合同校外授業                     4コマ 

・4学年 修了・卒業制作発表見学               4コマ 

・チームビルディング                    1コマ 

・ファッションの魅力と業界の魅力Ⅰ             1コマ 

・ビジネスマナー                      1コマ 

・有意義な学生生活のために                 1コマ 

・アドバイザーの魅力                    1コマ 

・好印象を与える姿勢と歩き方                1コマ 

・プロップスタイリング                   2コマ 

・ファッションの魅力と業界の魅力Ⅱ             1コマ 

・スマートフォンでカメラワークⅠⅡ             2コマ 

・著作権と知的財産                     1コマ 

・アップサイクルについて                  1コマ 

・戦略的 PR                         1コマ 

・スタイリストとビジネス                  2コマ  

・商品企画の仕事                      1コマ 

 
 
【評価方法】  

学業評価(平常授業応答、レポート課題)70%   授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)30% 

 
主要教材図書 特になし 

参考図書   特になし 

その他資料  特になし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
授業の特徴 

現在アパレル業界やファッション関連業界で活躍している方の実務経験を中心に講義いただく  
担当教員紹介 
 コラボレーション企業や卒業生を中心に、毎回講師を依頼し実施 

 

記載者氏名 中野 麗子 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 
文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 １年 

科目名 フィールドワーク 

単  位   2単位  

授業期間 通年 
 
担当教員（代表）:中野 麗子 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

 校外学習及び関連科目の授業進行に合わせた場所に行き、その対象を直接観察し、客観的な情報を集め調査 

分析をする力を身に着ける 

 
  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

  

展覧会見学 

LOVE ファッション - 私を着がえるとき  

ロエベ クラフテッド・ワールド展 クラフトが紡ぐ世界 

インターメディアテク  

アドミュージアム  

デジタル文化財ミュージアム  

 

業態リサーチ リサーチ実習 

マーケティング連動授業 各業態についてのリサーチ 

ZOZO本社ツアー  

     

ファッション4大都市 比較研究 

    グローバルビジネス連動授業 

 

ノベルティ演習 ショップリサーチ実習 

マーケティング連動授業 

ノベルティ企画のプランニングのためのショップ・エリアリサーチ 

 

舞台衣装見学 

 
【評価方法】  

学業評価(平常授業応答、課題)70%   授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)30% 

 
主要教材図書 特になし                  

参考図書   特になし 

その他資料  特になし 
 

授業の特徴と担当教員紹介    

 実際の市場やビジネスの現場を「調べる・見る・聞く」の実施を通して体験理解する 
文化服装学院専任講師担当 

 

記載者氏名  中野 麗子 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 
文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ 600020 

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 ファッションビジネスⅡ 

単  位 ３単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：高橋 優 共同担当者： 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッションビジネスの実践的なマーケティング戦略を学び、デジタル時代に適応したブランド運営の知識とスキルを習得す

ることを目指す。STP分析やカスタマージャーニーなどの戦略フレームワークを理解し、SNS・CRM・サステナビリティを考慮

したマーケティング手法を実践的に学ぶ。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

＜前期：14コマ＞ 
 

●イントロダクションと年間計画 

●マーケティングの基礎 

●マーケティングとブランディングの違い 

●シーズンMDについて／有力ブランドのシーズンMDリサーチ 

●カスタマージャーニーについて 

●ペルソナについて 

●ファッションマーケティング最新傾向 

●前期末試験 

 

＜後期：28コマ＞ 
 

●スポーツアパレルの現状 

市場調査／リサーチまとめ／資料作成／プレゼンテーション 

●ファッションワールド東京 視察 

 市場調査／リサーチまとめ 

●リカバリー＆メンタルケアファッション市場の現状 

市場調査／リサーチまとめ／資料作成／プレゼンテーション 

●ファッションとファッションビジネスのこれから 

市場調査／リサーチまとめ／資料作成／プレゼンテーション 

●学年末試験 

 
【評価方法】  

総合評価 : 出席率／授業態度50%＋テスト50% 

 
主要教材図書  

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 高橋 優 

 

授業の特徴と担当教員紹介 
【特徴】ファッションビジネスのマーケティング戦略を学び、ファッション業界の大きなトレンド（趨勢）を理解する。 
【教員】高橋 優：文化服装学院 専任講師 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 
文化服装学院教務部 

 



 

 
     

科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 ビジネスプランニング 

単  位     4単位 

授業期間 （通年） 
 
担当教員(代表)：黒川智生 共同担当者： なし 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

コースの設置目的である「国際感覚を身につけながら、新たなビジネス展開を構築できる人材を育成」に 

沿って、実際のビジネス課題に即した事業のプランニングと運営の基礎を学ぶことを目標とする。個人の 

学びは、３年次以降で組み立てる“マイビジネスプロジェクト”に活かしてゆく。 
  

【授業計画】 

 

 

●前期（１３回） 
 

・①ビジネスとはどんなコトなのか？  ②プランニングの基礎-１ ③“ＦＢアワードＹ２０２５”への企画提案 

＊“ＦＢアワードＹ２０２５” →ファッションビジネス学会主催の学生向けビジネス系アワード。４月末要項発表。 

＊③では、クラス全体を４つのチームに分け、個人別の「ファッションにおける課題と思う事」のテーマ別に、 

 それらを解決するビジネスを提案してゆく。インパクトある提案と上位入賞を目指す。 

 

 

●後期（４６回） 
 

・④プランニングの基礎-２ ⑤ビジネス企画実践  

＊⑤では、前期での企画立案内容を実現させてゆくために、２０２６年に向けてまず取り組むべきことを決める。 

企画は学外で業界関係者、一般の生活者へ訴えて初めて実践となる 

「展示会出展もしくは外部出店＋EC販売」、「リアル店舗運＋EC販売」の２方面から、実践の方向性を探り、 

具現化させたい。 

 

 

 

 

 

【備考】 

・授業日程については、後期のビジネス企画実践に時間を割く必要から変則的になる。２月下旬終了予定。 

・全員が参加し、全員で企画を構成する。成果をシェアする。  

 
 
【評価方法】  

・出席 20点＝20点×出席率（X/60） 
 
  ・講義課題Ⅰ8点＝8点×提出率（遅れ分、未達分は半分） 

  ・講義課題Ⅱ52点＝2回の企画の成果（25点＋27点） 
 
  ・特別加点 20点＝各自の取り組みに対し、加点します。 
 
主要教材図書  特になし 

参考図書    随時紹介します。 

その他資料   随時紹介します。 
 

授業の特徴と担当教員紹介 

・理論解説とともに、チーム別の個別課題へのアドバイスを通じて、実際のビジネス視点を養ってゆきます。 

・授業の各種連絡、課題提出などは、指定の Google Classroomを活用します。各個人の学びが多くなるようにしましょう。 

・株式会社ワールドにてブランド運営業務（18年）、2006年独立。日本＋東アジア圏のファッションブランドを支援中。 
 
記載者氏名  黒川智生 

 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



科ｺｰﾄﾞ RA2 

科目ｺｰﾄﾞ 

科 名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 ファッションマーチャンダイジング 

単  位 2 単位 

授業期間 （ 通年 ） 

担当教員(代表)：丹羽一友 共同担当者： 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

アパレルメーカーにおけるマーチャンダイジング企画のプロセスをファッションマーケティングの視点を活用し

ながら実際にシミュレーションし具体的な製品企画を学びプレゼンテーションを行う

【授業計画】前期（各 1 コマ） 

① ファッションマーチャンダイジング

ファッション業界のマーチャンダイジングとヴィジュアルマーチャンダイジングについて理解する

② マーケティングの基礎知識

一般論としてのマーケティングとは何か、マーケティングのプロセスを理解する

③ ファッションビジネスにおける「実践マーケティング」

マーケティング手法を具体的にファッションビジネスに落とし込む方法を理解する

④ 「消費者行動」と「ファッション表現」

マーケティングの対象者である顧客のファッションにおいての消費行動を理解する

⑤ ファッション業界を取り巻く現状

現状のファッションビジネスのおかれている状況を具体的な数字データをもとに理解する

⑥ 国内流通の現状について：川上～川下（企業別データ）

国内のファッションビジネスのサプライチェーンの基本と変化を理解する

⑦ 国内小売業について

国内の顧客との接点である小売業の種類、詳細を理解する

⑧ EC とリアル店舗の連動について

EC とリアル店舗では別々の販売手法ではなく連動していることを理解する

⑨ 営業、販売、ディストリビューター

企画、生産と両輪にある売り上げを生むセクションについて具体的な業務を理解する

⑩ 生産管理概論

生産管理の主なる業務内容と企画との連携、また生産管理の流通形態による違いと役割、業務内容を具体的に理解する

⑪ 販売計画：SPA 編

SPA における販売計画作成の仕方、商品の調達方法などを理解する

⑫ 商品企画：SPA 編

SPA における商品企画から生産指示まで具体的な業務を理解する理解する

⑬ 販売計画：アパレル（卸売業態）編

卸アパレルにおける販売計画作成の仕方、商品の調達方法などを理解する

⑭ 商品企画：アパレル（卸売業態）編

卸アパレルにおける商品企画から生産指示まで具体的な業務を理解する

⑮ 販売計画：アパレル（OEM）編

OEM アパレルにおける販売計画作成の仕方、商品の調達方法などを理解する

⑯ 商品企画：アパレル（OEM）編

OEM アパレルにおける商品企画から生産指示まで具体的な業務を理解する

⑰ マーチャンダイジング生産依頼について

具体的に OEM アパレルに生産依頼を行う際の方法などを具体的に理解する

⑱ 販売促進計画について

お客様に「買っていただく」きっかけになる「販売促進」の意味、方法、時期などを理解する

⑲ ブランディングについて

「ブランド」の意味と構築の方法、維持までを理解する

⑳

㉑   

㉒   

ブランドコンセプトとは何か

「ブランドコンセプト」の意味と役割の重要性について理解する

　戦略、ブランディングの実施

　戦略を立て、ブランディングを行いリサーチをして仮説を検証する具体的な方法を理解する

 情報収集とリサーチ（グループワーク）

マーケットの流れ、ライフスタイルなどの仮説を立て検証し戦略立案を行う方法を理解する

 ㉓ 

㉔   

ブランディング実施（グループワーク）

「ブランドコンセプト」に基づいた「ブランディング」を具体的に行いブランディングをより深く理解する

ブランディング実施（グループワーク）

「ブランドコンセプト」に基づいた「ブランディング」を具体的に行いブランディングをより深く理解する
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㉕   中間発表（グループワーク） 

　　「コンセプト」「ブランディング」の仮説とリサーチ結果を分析、考察、修正をしプレゼンテーションを行う 

㉖   

㉗ 

㉘   

㉙ 

㉚   

マーチャンダイジング及びプロモ—ション（グループワーク）

リサーチ結果をもとに具体的に商品のマーチャンダイジングの組み立て方法を理解する

マーチャンダイジング実施（グループワーク）

「商品企画」を実際に行い「商品調達」「商品開発」の方法を具体的に理解する

マーチャンダイジング実施（グループワーク）

「商品企画」を実際に行い「商品調達」「商品開発」の方法を具体的に理解する

マーチャンダイジング実施（グループワーク）

「商品企画」を実際に行い「商品調達」「商品開発」の方法を具体的に理解する

マーチャンダイジング発表

実際に立案したマーチャンダイジングの計画のプレゼンテーションの方法を理解する

【評価方法】 

主要教材図書

参考図書 

その他資料 

記載者氏名 丹羽一友 

授業の特徴と担当教員紹介 



 

 

科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 ブランディング 

単  位    1単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：高橋 優 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ビジネスの根幹となる８つのブランディングステップを中心に、ブランドだけでなく商品やイベント企画における 

ブランディングのプロセスの理解と習得を目指す。 
 

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、他科目と

の関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

コマ テーマ 内 容 

1 ブランディング構築手法の 

８つのステップ 

・講義内容に合わせたスライドを提示し指導 

・配布テキストに記載しながら学ぶ ２ 

３ 

ブランディングの 

８つのステップ 

Step1 現状分析…環境分析による市場機会の発見 

Step2 市場細分化 

Step3 見込み客の選定 

Step4 独自性の発見 

Step5 ブランドアイデンティティ 

Step6 具現化…マーケティングミックス 

Step7 刺激の設計＆行動指針 

Step8 目標設定 

４ 

５ 

６ 

７ 

ブランディング演習 

１年次の企業コラボレーションで行った企画提案を 

ブランディングのワークシートに落とし込みをする 

 

ブランディングのワークシートへ落とし込むことで 

ブランディングの８つのステップ、ブランディングの 

プロセスを学ぶ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

成果発表 
発表に対してフィードバックを行い良かった点、 

改善点から次の学びにつなげる １４ 

 
【評価方法】  

レポート＋出席状況 （5：5） 
 
主要教材図書 

参考図書   ・デジタル時代に知名度ゼロから成功する！ブランディング見るだけノート（宝島社） 

       ・新版 ブランディングの基本（日本事業出版社） 

       ・成長企業の世界基準ノウハウ ブランディング７つの法則（日本経済新聞出版社） 

その他資料 
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 
 

記載者氏名 高橋 優 
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科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ 609800 

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 商品プロダクト戦略 

単  位   2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員：加藤紀人 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

アパレル産業の業務の内、生産実務についての理解を深める。アパレル製品の仕様や縫い目、副資材などの細

部に至る品質を見極め、商品企画内容を生産に反映させるための基礎力をつける。 

生産依頼をする際の帳票の内容を理解し、作成ができるレベルを目指す。 
  

【授業計画】 

 
Ⅰ.ガイダンス （1） 

 

Ⅱ.生産担当者の位置づけ （2） 

①既製品の生産プロセス 

 

Ⅲ.生産実務の概要 （3） 

①生産担当者の役割と実務の手順 

 

Ⅳ.生産前の準備と管理 （6） 

 ①生産対象品の把握 

 ②加工情報 

 

Ⅴ.生産実行と管理 （5） 

①縫製工場 

 ②取引契約 

 

Ⅵ.生産の後処理 （2） 

 ①原価計算 

 

Ⅶ. 品質と検査 （2） 

 ①品質基準 

 

Ⅷ. 縫製仕様の基礎知識 （5） 

①シャツの縫製仕様 

②カットソーの縫製仕様 

③パンツの縫製仕様 

④ジャケットの縫製仕様 

 

 Ⅸ．貿易の概要 （2） 

 

Ⅹ.今後のアパレル生産 考察 （2） 

 

【評価方法】  

S～C・F評価 学業評価 70％、授業姿勢 30％ 

 
主要教材図書                   

参考図書  

その他資料 私製プリント 
 

 

記載者氏名 加藤紀人 

授業の特徴と担当教員紹介 
アパレル生産の実務内容と製品の基礎知識について学ぶ。 文化服装学院 専任講師が担当。 
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科ｺｰﾄﾞ  KA2 
科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 ネットビジネス 

単  位     2単位 

授業期間 （ 通年 ） 
 
担当教員(代表)：  共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 
 
データ分析に基づいた SNS戦略設計に重きを置き、SNSで成果を上げるために 

必要な実践的マーケティング力とコンテンツ表現力を養うことを目的とします。 

数値的な KPI分析と仮説思考を通じて、効果的な施策立案力を身につけ、さらにチームでのプロジェクト運営を

通じて即戦力となる発信力と企画推進力を高めます。 
  

【授業計画】 
 
4月   デジタルメディアとファッションの基礎、SNSの役割理解 

       主要 SNSプラットフォームの特性と成功事例分析 
 
5月   写真・動画編集の実践（チーム制作・フィードバック） 

        コンテンツの模擬投稿と初期効果測定（いいね・再生数など） 
 
6月   発展的なコンテンツ制作と新しい表現の挑戦 

効果測定とデータ収集による成果確認 
 
7月   中間発表：チームごとの結果分析と学びの共有 

前期の振り返りと後期に向けた課題設定 
 

（全 13回） 
 
9月    ペルソナ設計とターゲティング 

エンゲージメント向上を狙ったコンテンツ戦略の立案 
 
10月   戦略的な制作と投稿、KPIに基づいた成果測定 

分析結果からの改善策立案 
 
11月   SNSキャンペーンの企画 

         制作（複数コンテンツを連動） 
 
12月   発信とデータ収集、成果の分析 

最終報告に向けた準備と改善 
 
1月    最終プレゼン準備と発表（チーム別） 

成果の総括と相互評価 
 

（全 13回 + 短縮 2回） 
  
【評価方法】  

KPIに基づいた分析 
   → 数値的根拠（例：再生数・いいね・保存数）と、それに対する仮説的な考察・改善提案が評価対象。 

投稿ビジュアルの質 

   → 映像・画像の完成度だけでなく、ブランドコンセプトとの一貫性や世界観との整合性も加点要素。 

個人とチームのハイブリッド評価 

   → 個人の貢献や表現力と、チームでの企画力・協働性を  個人 6：チーム 4  などの割合で総合評価する。 
 
主要教材図書   

参考図書     

その他資料    
 

授業の特徴と担当教員紹介  
バンタンデザイン研究所卒業 文化服装学院 非常勤講師 勤務 
 
記載者氏名  石川雄一朗 

 

文化服装学院教務部 
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科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 アパレル商品論Ⅱ 

単  位 2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：久保田 智美 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

アパレル業界で働くために必要なアパレル商品知識を身につけることを目標とする。 

1年次に習得した商品知識を軸にし、各アイテムの構造やディテールの名称などの知識をより深く理解し、現場でアウトプッ

トできるようにする。 
  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、他科目

との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

コマ 内 容 

1 オリエンテーション・アパレル総論、概要 

2,3,4 アパレル商品の柄の知識 

5,6,7 フォーマルウエアの知識 

8,9,10 サイズの知識 

11,12 衿ぐり、袖、袖ぐりの知識と名称 

13 シルエットの知識 

14 スカートの知識 

15 パンツの知識 

16 シャツ、ブラウスの知識 

17,18 ジャケット・スーツの知識 

19,20,21,22 コートの知識 

23,24,25 ニットウエアの知識 

26 ランジェリー・ホームウエアの知識 

27,28 アパレル小物の知識 

 
【評価方法】 

S～C・F評価  評価基準：学業評価(授業態度、ミニテスト、前後期試験含む) 60％  出席姿勢40％ 
 

主要教材図書  文化ファッション体系ファッション流通講座②コーディネートテクニック アパレル編Ⅰ（商品知識） 

文化ファッション体系ファッション流通講座①コーディネートテクニック アパレル編Ⅱ（商品構成） 

参考図書       ファッション辞典 

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 

 

記載者氏名 久保田 智美 

 

文化服装学院教務部 
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科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 色彩活用学 

単  位   2単位 

授業期間 （通年） 
 

担当教員(代表)：桑野恵美 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッションを中心としたビジネスの企画・販売における色の効果を知り、その活用方法を学ぶ。      

自己のビジネスプロジェクトにおいて 企画コンセプトの表現や、ビジュアル表現、プレゼンテ―ション

など幅広く色彩の効果的な活用を目指す。 
  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 
 

導入 （１コマ：講義） 

○授業内容と目的、教材の確認 ○好きな色/嫌いな色 
 

色とイメージ/色の機能性/ユニバーサルデザインにおける色彩 （１コマ：講義・演習）  

○視認性/誘目性 

○色覚のしくみ/色彩の機能の活用 
 

配色の応用１（２コマ：講義・演習） 

○ドミナントカラー配色/ドミナントトーン配色/コントラスト配色/ 

ナチュラルハーモニー/コンプレックスハーモニー 
 

配色の応用２ （１コマ：講義・演習） 

○季節のイメージ/ファッションイメージ 
 

色分析 （２コマ：講義・実習） 

○配色分析 
 

パーソナルカラー（６コマ：講義・演習・ドレーピング） 

○カラーワーク 

○ドレーピング 
 

流行色（時代と色）（２コマ：講義・実習） 

○流行色の予測と提案 

○時代を色で表現する（流行色の予測と提案） 
 

産業と色彩（５コマ：講義・演習） 

○カラーバリエーション（色相の移調/トーンの移調） 

○情報としての色彩/商品企画における色彩計画/色彩管理 

○色の伝達（マンセルシステム/ 三属性による色の表示/色見本） 

○商品価値を高める色名 

○販売における色彩計画の考え方 
  

色彩調和の考え方（３コマ：講義・演習） 

○色彩調和論（ゲーテ /オストワルト /イッテン/ムーン＆スペンサー）  

○ジャッドによる色彩調和の法則 

○アンダートーン（イエローアンダートーン/ブルーアンダートーン） 
 

カラー活用の実践 （６コマ：講義・実習） 

○カラープランニングの流れ/カラーコンセプトイメージの設定/カラーパレットの作成 

○ビジネスカード作成（パーソナルカラー） 

○カラープランニングレポート作成 /プレゼンテーション 
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【評価方法】  

S～C・Ｆ評価 評価基準：学業評価70％ 授業姿勢30％ 

 
主要教材図書『ファッション色彩Ⅱ』（文化出版局）                 

参考図書  

その他資料 ベーシックカラー140 カラーチャート（1年時使用） 
 

授業の特徴と担当教員紹介      
ファッション・アパレルにおける販売・商品企画・店舗 VMD 等の活動経験をもとに、ファッション業界における色彩実務に 
関する専門的知識とその活用方法を身につける授業を実施。 

 

記載者氏名 桑野 恵美 

 



 
 
 

科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 セールスコミュニケーション 

単  位 1単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：川井佐江子 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

1 時代に合わせ、対面接客の接客対応スキル習得を目指す 

2 『聞く・見る・話す』をテーマにコミュニケーション方法を学び、価値観など相手目線の思考を備える 

3 受容する・受容されることを学び、利己・利他のバランスを持つ人材を育成する 

  
【授業計画】 
テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 
他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

1. オリエンテーション／自己紹介／他者紹介 

2. ソーシャルスタイル診断・ジョハリの 4つの窓 

3. グループディスカッション①／一緒に働きたい仲間とは 

4. 言葉遣い①／第一印象／笑顔測定 

5. チームビルディング①／パスタタワー 

6. 言葉遣い②／挨拶 

7. グループディスカッション②／感じの良い人とは？ 

8. 言葉遣い③／ビジネスマナー 

9. グループディスカッション③／コミュニケーションで大切なこととは？ 

10. プレゼンテーション①／イチオシ商品紹介 

11. チームビルディング②／コミュニケーションパズル 

12. 言葉遣い③／ビジネスマナー 

13. プレゼンテーション②／イチオシ SHOP紹介／前期末テスト説明・自習 

14. 前期末テスト・学びのまとめ 

 
【評価方法】 （提出物 3：出席状況 4：取り組み姿勢 3） 

授業内小テスト、プレゼンテーションによる実技試験、出席状況、授業への取り組み姿勢による総合評価 英字評価 

 
主要教材図書 

参考図書 

その他資料 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
担当教員：川井佐江子  
座学で基礎知識を学び、グループワークを通じて対人スキルを強化し、利己と利他のバランスの取れた精神を養う。 
【取得資格】 
財団法人日本ファッション教育振興協会 ファッションビジネス検定１級 
財団法人日本ファッション教育振興協会 ファッション販売検定１級 
一般社団法人 足と靴と健康協議会主催 シューフィッタープライマリーコース 
一般社団法人 足と靴と健康協議会主催 シューフィッター幼児子ども専門コース 
一般財団法人日本能力開発推進協会 JADP認定チャイルドコーチングアドバイザー 
一般財団法人日本教育推進財団監修 コミュニケーション能力検定２級 
公益財団法人 実務技能検定協会 サービス接遇検定２級 

 
 
記載者氏名 川井佐江子 

 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 デザイン文化史 

単  位       １単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：布施伊織 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

「基礎」という点に着目した内容。大きく分けて「基礎知識」と「基礎デザイン」という観点から、ファッシ

ョン業界を目指す人材として広く知っておくべきカルチャーの知識やデザインの考え方を、可能な限り実践形

式で伝達する。 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

オリエンテーション 座学・ワークショップ １ 

造形演習① 音楽 座学・ワークショップ １ 

カルチャー史解説 座学 ３ 

造形演習② 光 座学・ワークショップ ２ 

造形演習③ 粘土 座学・ワークショップ ２ 

エディトリアルデザイン 座学・ワークショップ ２ 

素材研究 座学・ワークショップ ３ 

   

   

   

 
  

 

【評価方法】  

出席率、演習課題の提出状況と完成度 

 
主要教材図書                   

参考図書  

その他資料  
 

授業の特徴と担当教員紹介       
四大卒後、文化服装学院アパレルデザイン科卒。アパレル企業勤務を経て、アスリートマネジメントを行う会社に８年間
勤務。日本美術・西洋美術の知見を用いて美術・デザインを分析的に見る視点をもとに、デザインの方法論を考察・一般
化して学生に届ける。 

 

記載者氏名 布施伊織 
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 コンピューターワーク II 

単  位     2単位 

授業期間   通年 
 
担当教員(代表)： 古瀬 友理 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

Illustrator/Photoshop/Word/Excel/Powerpointを用いた PC技術の向上、プレゼンテーション資料のレベルアッ

プ、オリジナリティのあるデザイン表現のテクニックを取得する。 

  
【授業計画】 

 

<Illustrator> 

・製品図の基本(Tシャツ、ワイシャツ) 

・オリジナルロゴ、オリジナル柄の作成 

 →SUZURIをつかっての販売 

・ポートフォリオの作成 

 

<Illustrator/Photoshop> 

・グラフィック表現技術の向上(既存のポスターの再現) 

 

<Word> 

・ビジネス文書の基本 

 

<Excel> 

・販売管理の基本(SUZURI での販売と並行) 

 

<PowerPoint> 

・プレゼンフォーマットの作成 

 

<Canva> 

・オリジナルグッズの SNSプロモーション用画像作成 

 
【評価方法】  

課題提出・出席・プレゼンテーション 

 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
PCソフトの使用法の応用を勉強し、より自分らしい表現ができるようにする。 
古瀬友理：東京デザイナー学院卒。キャラクター雑貨の会社にて企画、営業、EC販売、SNSプロモーションを担当。 
 
記載者氏名  古瀬 友理 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ    RA2 

科目コード 101091 

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 ニット A（自由選択） 

単  位   １単位 

授業期間    前期 
 
担当教員(代表)：前田 亜希子 共同担当者：  

 
 

概要 

ハンドニットの一般知識（素材・道具・編み地）と棒針、鉤針の編み方の理解と作品作りの知識を習得し、   

ニットの可能性を広げる。 
  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、他科目との関連性、使用パソ

コンソフト名・ボディ種類、見学先 

回数 内 容 方法 コマ 

1 ニットの一般常識、指編み実習 講義・演習 １ 

2 棒針編み基礎、作り目、表編み（パール編み） JIS記号 講義・演習 １ 

3 棒針編み基礎、裏目（メリヤス編み・ゴム編み） 講義・演習 １ 

4 棒針編み基礎、三原組織、伏せ止め 講義・演習 １ 

5 鉤針基礎（鎖編み、細編み）JIS記号について 講義・演習 １ 

6 鉤針基礎（細編み・中長編み・長編み）・長編みの円 講義・演習 １ 

7 ニットの素材・ファンシーヤーン 講義 １ 

8 各自制作する作品についての指導、ゲージの取り方、作図・計算 講義・演習 １ 

9 各自作品制作・指導 演習 １ 

10 各自作品制作・指導 演習 １ 

11 各自作品制作・指導 演習 １ 

12 各自作品制作・指導 演習 １ 

13 ニット総括、作品発表会 講義・発表 １ 

 
評価方法・対象・比重 

提出物…８０％  授業姿勢・出欠席…２０％ 
 
主要教材図書  講座 ニットの基礎技術 抜粋プリント 

授業の特徴と担当教員紹介 
 ハンドニットを中心にニットの基礎を理解し、演習を通じてニットの楽しさや多様性を知り、ニットの可能性を広げる

授業。ハンドニットから工業ニットまで幅広いニットの知識と技術を専門とする教員が授業を展開する。 
 

 

記載者氏名 前田 亜希子 

 

２０２５年度カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ RB2 

RA1234 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 Ⅰ部 ファッション流通科 2年   

ファッション流通高度専門士科 

科目名 ソーイング a 

単  位   1単位 

授業期間 前期 

 
担当教員(代表)：中野 麗子  共同担当者：  
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

各自のコーディネートにプラスすることでより効果的に表現できるアイテム（つけ衿・リメイク）を 2点制作

する。各自のデザインに応じた制作方法を指導、理解させる。  

 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

コマ 内 容 

1 導入、デザイン相談（つけ衿） 

2 デザイン決定、裁断、解体 

3 点検・実習 

4 点検・実習 

5 点検・実習・提出 

6 導入、デザイン相談（リメイク） 

7 デザイン決定、裁断、解体 

8 裁断、解体 

9 点検・実習 

10 点検・実習 

11 点検・実習 

12 点検・実習・提出 

13 制作物を用いたスタイリング撮影実習（発表会） 

 

【評価方法】 

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 評価基準：学業評価 70％ 授業態度 30％ 
  
主要教材図書  
文化ファッション大系 ファッション流通講座 コーディネートテクニック アクセサリー編                  

参考図書  

その他資料  
 

授業の特徴と担当教員紹介 
実習を伴うアパレル造形科目 
文化服装学院専任講師担当 

 

記載者氏名 中野 麗子 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 
文化服装学院教務部 

 



 

 

 

科ｺｰﾄﾞ RB2 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通科 2年 

ファッション流通高度専門士科 1年～4年共通自由選択 

科目名 選択帽子（布帛） 

単  位    １単位 

授業期間 前期 

 
 
担当教員(代表)：德滿 真紀 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

  布帛による基本的な帽子を製作し、知識と技術を取得する。 

発表会を行うことにより、帽子を使用したアクセサリーコーデネートを行う。 
  

【授業計画】 
 

 

Ⅰ．帽子の一般知識導入…（講義・実習）1コマ 

  １歴史・名称・素材・用具・かぶり方・マナー 

  ２自分のヘットサイズの測り方を学び、採寸 

 

Ⅱ．ベレー帽・バゲット製作…（講義・実習）5コマ 

  ベレー帽・バゲッドの構造を理解する 

１パターン製作 

２裁断・印つけ・本縫い 

 

 Ⅲ．自由作品製作（ベレー・バゲット・ヘッドアクセサリー）…（講義・実習）6コマ 

   各自製作の帽子の構造を理解する 

１パターン製作 

２裁断・印つけ・本縫い 

 

 Ⅳ．作品提出 

   製作した作品に合わせトータルコーディネートし、写真撮影したものを課題として提出 

 
【評価方法】 1 S・A・B・C・F評価  

 2 評価基準…学業評価 50％ 授業姿勢 50％  

 
主要教材図書 文化ファッション大系 ファッション流通講座③コーディネートテクニックアクセサリー編 文化服装学院編 

学校法人文化学園 文化出版局                 

参考図書   文化ファッション大系 ファッション流通講座③コーディネートテクニック演出編Ⅰ 文化服装学院編 
       学校法人文化学園 文化出版局 

その他資料  なし 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴  布帛の帽子に関するパターン作りと縫製方法を身につける。 
担当教員紹介  
 
記載者氏名  夏目 幸恵 

 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 
        

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 映画から見るファッション 

単  位       1  単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：関根 麻里恵 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

授業概要：ファッションを伝えるメディア（媒体）の一つとして映画を捉え、映画のなかのファッションが時代によってどの

ような役割を担っていたかを学ぶ。具体的には、スターがスター足らしめた時代（1910-60年代）と「ニュー・シネマ」以降

（1960年代後半-現在）と大きく二つに分け、①映画の技術の発展（サイレントからトーキー、モノクロからカラーなど）と

衣装の見せ方の関係性、②映画のなかの俳優とファッションの関係性、③そこに描き出されていた理想の男らしさ・女らし

さ、④当時の社会との関係、⑤観客の眼差しの変遷について、特筆すべき映画の具体例を交えながら検討していく。 

到達目標：映画のなかのファッションが時代によってどのような役割を担っていたかを理解し、ファッションの魅力を人に伝

えられるように言語化（＝レポート提出）することを目標とする。 

レベル設定：映画を定期的に鑑賞していて、映画とファッションの関係やジェンダーに興味があり、なおかつそれを知ろうと

する向上心のある学生が好ましい。 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

第 1回 イントロダクション 講義 1 

第 2回 映画・ファッション・ジェンダーの関係 講義 1 

第 3回 1910年代-1920年代：サイレント時代 講義 1 

第 4回 1930年代-1940年代：ハリウッド映画黄金時代 講義 1 

第 5回 映画作品鑑賞① 講義 1 

第 6回 1950年代-1960年代前半：娯楽大作主義時代 講義 1 

第 7回 1960年代後半-1970年代前半：アメリカン・ニューシネマ、パニック映画時代 講義 1 

第 8回 映画作品鑑賞② 講義 1 

第 9回 1970年代後半-1990年代前半：ニュー・アメリカン・ドリーム、ビデオ時代 講義 1 

第 10回 1990年代後半-：CG時代 講義 1 

第 11回 映画作品鑑賞③ 講義 1 

第 12回 2000年代-2010年代：災害と映画、フィルムからデジタル、そしてインターネットへ 講義 1 

第 13回 まとめ 講義 1 
 
【評価方法】  

S〜C・F評価。出席（40％）＋コメントシート（10％）＋レポート（50％） 
 
主要教材図書 なし              

参考図書 
川本恵子『新装版 魅惑という名の衣裳―ハリウッド・コスチュームデザイナー史』株式会社キネマ旬報社、2009年。 
村山匡一郎編『映画史を学ぶ クリティカル・ワーズ【新装増補版】』フィルムアート社、2013年。 

その他資料 適宜配布 
 
授業の特徴と担当教員紹介   
授業の特徴 ：ファッションも映画も、その当時の社会的背景や技術に影響をうけて発展・衰退・進化をしているメディアで 

あることを、歴史を踏まえながら理解することで、ファッション、映画双方への理解を深めることができる。 
担当教員紹介：専門は表象文化、ジェンダー・セクシュアリティ、文化社会学。ファッション批評誌『vanitas』（アダチプレ

ス、2013年）のほか、『ユリイカ』『現代思想』などに寄稿。共著に『「百合映画」完全ガイド』（星海社、
2020年）、『クリティカル・ワード ファッションスタディーズ――私と社会と衣服の関係』（フィルムアート
社、2022年）、『ポストヒューマン・スタディーズへの招待――身体とフェミニズムをめぐる 11の視点』（堀
之内出版、2022年）、『ゆさぶるカルチュラル・スタディーズ』（北樹出版、2023年）、『ウィメンズ・ムービ
ー・ブレックファスト』（フィルムアート社、2024年）、共訳に『ファッションと哲学』（フィルムアート社、
2018年）がある。（2025年 5月現在） 

 
記載者氏名 関根麻里恵 
 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 造形選択 a 

単  位 単位 １ 

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：高橋優 共同担当者：中野麗子 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

① パーカーの製作を通じて、ニット素材の製品構造を理解する。 

② パターン展開（丈の調整や切り開き）方法を習得する。 

③ ３・４年次にて取り組む《マイビジネスプロジェクト》において、自身のビジネス企画に活用する。 
  
【授業計画】 

カットソ―トップス製作（パーカー） 

回数 内容 学生準備物 

１ 科目概要説明／サイズ希望調査／デザイン相談  

２ パターン修正／パターンカット パターン／ハサミ／カッター 

３ マーキング／生地裁断 裁縫セット／生地 

４ マーキング／生地裁断／テープ貼り 裁縫セット／ロックミシン 

５ 縫製➀ 肩線を縫う／ポケット作り 裁縫セット／ミシン 

６ 縫製➁ ポケット付け／フード作り 裁縫セット／ミシン 

７ 縫製③ フード付け 裁縫セット／ミシン 

８ 縫製③ 袖をつける 裁縫セット／ミシン 

９ 縫製④ 袖下線・脇線を縫う 裁縫セット／ミシン 

１０ 縫製⑤ リブを作る／裾リブをつける 裁縫セット／ミシン 

１１ 縫製⑥ 袖口リブをつける 裁縫セット／ミシン 

１２ 縫製⑦ 装飾アレンジ１ 裁縫セット／ミシン 

１３ 縫製⑧ 装飾アレンジ２ 裁縫セット／ミシン 

１４ 縫製⑨ 装飾アレンジ３／仕上げアイロン 裁縫セット／ミシン 

１５ 発表会／提出 裁縫セット 
 
【評価方法】  

 作品課題 50％ 授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)50% 

 
主要教材図書 アパレル商品構成教科書 

参考図書   特になし 

その他資料   
備考 
・パターン印刷代／ロック糸代／接着テープ代として¥1,000-円程度、1回目の授業にて集めます。 
・生地代／ボタン代は学生負担となります。 
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 

 
記載者氏名 高橋 優 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 

科ｺｰﾄﾞ RA 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 2・3・4年 

科目名 造形選択 b（スカート） 

単  位 単位 １ 

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：中野 麗子  共同担当者：高橋 優 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

① スカート製作を通じて、スカートの製品構造を理解する。 

② パターン展開（丈の調整や切り開き）方法を習得する。 

③ ３・４年次にて取り組む《マイビジネスプロジェクト》において、自身のビジネス企画のサンプル計画・

縫製に活用する。 
  

【授業計画】スカート製作 

回数 内容 学生準備物 

１ 科目概要説明／デザイン相談／パターン修正 方眼定規 

２ パターン修正／パターンカット パターン／ハサミ／カッター 

３ マーキング／生地裁断 裁縫セット／生地 

４ マーキング／生地裁断／ 裁縫セット／ロックミシン 

５ 縫製➀ テープはり／ロックミシン 裁縫セット／ミシン 

６ 縫製➁ コンシールファスナー１ 裁縫セット／ミシン 

７ 縫製③ コンシールファスナー２ 裁縫セット／ミシン 

８ 縫製③ 脇 裁縫セット／ミシン 

９ 縫製④ ベルト作り／ベルトつけ 裁縫セット／ミシン 

１０ 縫製⑤ ベルトつけ／カギホック 裁縫セット／ミシン 

１１ 縫製⑥ 裾上げ 裁縫セット／ミシン 

１２ 縫製⑦ 装飾アレンジ 裁縫セット／ミシン 

１３ 縫製⑦ 装飾アレンジ 裁縫セット／ミシン 

１４ 仕上げアイロン 裁縫セット／ミシン 

１５ 完成 提出 発表会 提出カード 

 
【評価方法】  

  作品課題 50％ 授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)50% 
 
主要教材図書 アパレル商品構成教科書 

参考図書   特になし 

その他資料 
備考 
・パターン印刷代／ロック糸代／接着テープ代として¥1,000-円程度、1回目の授業にて集めます。 
・生地代は学生負担となります。 
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 

  
記載者氏名 中野 麗子 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ RA 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 2・3・4年 

科目名 造形選択ｃ（ファッション小物） 

単  位 単位 １ 

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：中野 麗子  共同担当者：高橋 優 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

① ファッション小物（バッグ）製作を通じて製品構造を理解する。 

② ３・４年次にて取り組む《マイビジネスプロジェクト》において、自身のビジネス企画のサンプル計画・

縫製に活用する。 
  

【授業計画】ファッション小物製作 

回数 内容 学生準備物 

１ 科目概要説明／デザイン相談／パターンカット 方眼定規／ハサミ 

２ マーキング／生地裁断 パターン／ハサミ／カッター 

３ 生地裁断 裁縫セット／生地 

４ 芯貼り 裁縫セット／ロックミシン 

５ 縫製➀ ポケット作り１ 裁縫セット／ミシン 

６ 縫製➁ ポケット作り２ 裁縫セット／ミシン 

７ 縫製③ ポケット付け 裁縫セット／ミシン 

８ 縫製③ 見返し付け 裁縫セット／ミシン 

９ 縫製④ 胴脇 裁縫セット／ミシン 

１０ 縫製⑤ 曲げまち／手ひも 裁縫セット／ミシン 

１１ 縫製⑥ 手紐つけ 裁縫セット／ミシン 

１２ 縫製⑦ 装飾アレンジ／かぶせ 裁縫セット／ミシン 

１３ 縫製⑦ 装飾アレンジ 裁縫セット／ミシン 

１４ 仕上げアイロン 裁縫セット／ミシン 

１５ 完成 提出 発表会 提出カード 

 
【評価方法】  

 作品課題 50％ 授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)50% 
 
主要教材図書 特になし 

参考図書   特になし 

その他資料 
備考 
・パターン印刷代／ロック糸代／芯代として¥1,000-円程度、1回目の授業にて集めます。 
・生地代は学生負担となります。 
 
授業の特徴と担当職員紹介 
 
 

 
記載者氏名 中野 麗子 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科２年 

科目名 インターンシップ b          (自由選択) 

単  位  各 1単位 

授業期間 （ 集中 ） 
 
担当教員(代表)：増田和香子 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

社会に出てからのキャリア向上に向けた実務体験をする。 

各自それぞれの能力に合わせて設定できる自由選択とする。 

  
【授業計画】 

 

 

・インターンシップ b １単位取得 

・主に就職内定先や、各自のキャリア向上のために学生自身がインターンシップ先を開拓する。 

・インターンシップ先の業務内容と各自のキャリア設計に合わせた目標を設定し、実習を行う。 

・インターンシップ先の指導責任者の方にフィードバックをいただく。 

・研修中のレポートは定期的に点検を行い、終了後は成果報告書を作成し提出することで単位認定とする。 

 
 

 
【評価方法】  

出席状況、実習内容のフィードバック、レポートと成果報告書を基に評価を行う。 

 
主要教材図書  なし            

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
     

 
記載者氏名  増田和香子 

 

 

 

 

 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科２年 

科目名 コラボレーション c,d（自由選択） 

単  位    各 1 単位 

授業期間 集中 
 
担当教員(代表)：増田和香子 共同担当者：ファッション流通高度専門士科１〜3 年担任 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

リサーチから企画立案、発表を通し、共感を呼ぶ価値の創造とコミュニケーションを学ぶ。また企業とのコラボレーション

による実践的学びと実務家からの評価いただくことで、業界におけるビジネスの現状を知る。 

  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 
 
 

・企業とのコラボレーションにより、リサーチから企画の種を探し、提供価値をコンセプトとして表現し、 

コンセプトを具現化していくプロセスを学ぶ。 

 

・グループワークを行うことで、コミュニケーション力やリーダーシップ、チームビルディングを体験し、 

上級ではマネジメント力を身に付ける機会とする。 

 

 
【評価方法】 

    出欠、課題、グループワーク、発表、レポート 

 
主要教材図書    
   

参考図書    

その他資料   
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 
 

記載者氏名  増田和香子 
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 English Communication ⅡB 

単  位         3単位 

授業期間     通年 
 
担当教員(代表)：三村 典召 共同担当者： 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

高校までの英文法を「聞く」「話す」という観点から復習し、コミュニケーション能力の強化を図る。ファッションを専攻して

いる学生を対象としているため、ファッション関連の語彙・表現を増やすことにも重点を置いたプログラムとしている。 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

コース概要説明 演習 1 序数と月に関わる表現 演習 1 

自己紹介/血縁関係を表す語/性格を表す形容詞 演習 1 時間と頻度 演習 1 

裁縫道具の名称 演習 1 現在形と日課 演習 1 

服作りの工程 演習 1 接客フレーズ（3） 演習 1 

人口と言語 演習 1 受動態 演習 1 

接客フレーズ（1） 演習 1 WH疑問文 演習 1 

数の数え方 演習 1 助動詞 演習 1 

クレーム処理 演習 1 店内マップと案内 演習 1 

ドレッサーとモデル 演習 1 感情を表す形容詞 演習 1 

コンセプト説明 演習 1 接頭辞と意味 演習 1 

ボディーパーツ 演習 1 中間プレゼン ”私の尊敬する人” 演習 1 

基本文型とその使い方 演習 1 接客フレーズ（4） 演習 1 

中間プレゼン "My Life Plan" 演習 1 イディオム 演習 1 

見た目に関する形容詞 演習 1 素材に関わる形容詞 演習 1 

素材と洗濯表示 演習 1 比較表現 演習 1 

国名とブランド名 演習 1 著名人のプレゼン 演習 1 

接客フレーズ（2） 演習 1 新年の抱負 演習 1 

学期末プレゼン準備（1） 演習 1 借用語と和製英語 演習 1 

学期末プレゼン準備（2） 演習 1 学年末プレゼン準備（1） 演習 1 

学期末プレゼン "My Favorite DMM Instructor" 演習 1 学年末プレゼン準備（2） 演習 1 

前期まとめ 演習 1 学年末プレゼン “My Business Project” 演習 1 

職業名 演習 1 学年末まとめ 演習 1 
 

【評価方法】  

      授業参加度（25%） 小テスト（25%） DMM英会話履修状況（25%） 学期末プレゼンテーション（25%） 

 
主要教材図書  Essential English for Fashion Students  

参考図書       適宜プリントを配布する。 

その他資料  
 

 

記載者氏名 三村 典召 
 

授業の特徴と担当教員紹介   
           コミュニケーション力を養うため可能な限りペアワーク・グループワークの機会を設ける 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  RA2 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 キャリアディベロップメントⅡ 

単  位   2  単位 

授業期間 （ 通年 ） 
 

担当教員(代表)：長谷川直美 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

・就職活動に必要な「考える」「聴く」「書く」「話す」「伝える」などのコミュニケーションスキル・プレゼ

ンテーションスキル・ビジネスマナーをより実践的に講義＋実習を通して身につけさせる 

・就職活動に向けて履歴書、エントリーシートの書き方、面接対策、ビジネスマナーの習得をめざす 

  

【授業計画】 

◎各テーマ所要コマ数 コマ数 

 

1. 自分のことを伝える・相手のことを理解する 

2. キャリア開発について考える 

3. 社会人について考える    

4. 自分のことを考える（成長目標設定）    

5. コミュニケーションスキルの理解と習得、実践  3コマ    

6. 自分の強み発見 

7. プレゼンテーションスキル理解と習得、実践 2コマ 

8. 自分のことを理解する・成長目標設定 

9. 社会を知る（企業研究） 

10. キャリア開発について考える・ポートフォリオ作成  

11. 自分のことを理解する・成長目標設定 3コマ 

12. 就職活動の基本（ビジネスマナー・就職活動の心構えについて） 2コマ 

13. エントリーシートの書き方（学生時代に力を入れたこと、自分の強み） 2コマ 

14. 就職活動の基本（ビジネスマナー・就職活動の心構えについて） 2コマ 

15. 履歴書作成 4コマ 

16. 面接対策 2コマ 

17. まとめ  

 

◎授業方法 

 ・毎回各自が決めたテーマに基づき「考える」「書く」「まとめる」「伝える」「聴く」作業を行う 

  ・自分の意見を主張する、相手の意見に耳を傾ける経験から社会で求められているコミュニケーションスキル

を身につける 

  ・講義、実習を繰り返し、就職活動に求められる効果的なプレゼンテーションができるよう各自が設定した成

長目標を達成する    

 
【評価方法】  

出席、授業への参加姿勢、課題提出により総合的に評価 
 

主要教材図書  就職対策テキスト・プリント 

参考図書    その都度指示       

その他資料   新聞等の時事関連資料  
 

授業の特徴と担当教員紹介 

「就職活動に必要な力」と「社会人になって求められる力」を、講義と実習を通して習慣化するまで、学生一人一人の特徴
に合わせて繰り返し指導する 
 

記載者氏名  長谷川直美 

 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

科ｺｰﾄﾞ RA2   

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 特別講義Ⅱ 

単  位   2単位 

授業期間   通年 
 

担当教員(代表):増田和香子 共同担当者：  
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッションを広く捉え、グローバルに活躍する人材から社会の現状やビジネスの難しさ、楽しさを学び、幅広い視野を持

ち、キャリアを積み上げていく柔軟な発想へつなげていくことを目標とする。 
  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

LOEWE CRAFTED WORLD（原宿） 見学 2 

LOVEファッション―私を着がえるとき(初台オペラシティ) 見学 2 

チームビルディング、新規ビジネス提案①（4学年合同） 演習 3 

ファッション EC 本社ツアー（ZOZO本社、みどり台） 演習 2 

国際支援を知る（JICA地球ひろば、市ヶ谷） 講義・演習 2 

ファッションロー 講義 1 

プロップスタイリング 演習 2 

写真の見方 講義 1 

アート思考を学ぶ 講義 1 

新規ビジネス提案② 演習 4 

デジプリ体験 演習 1 

ADO ミュージアム 見学 2 

プレス・オフィシャルサイトの仕事 講義 1 

新規ビジネス提案③ 講義・演習 6 

 
【評価方法】  

 レポート提出 30% 出席日数 70% 

 
主要教材図書                  

参考図書  

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介 
国際性およびファッションビジネスを念頭に置き、業界の「いま」を知るゲストや展示に赴き研鑽を深めることがこの科目

の特徴である。 

担当教員はアメリカ研究（アメリカ大衆文化）を専門にしている。 

 

記載者氏名 増田和香子 

 

文化服装学院教務部 

 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 
        

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 2年 

科目名 企業研究 

単  位  2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：増田和香子 共同担当者：  

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

就職活動と 3年次の長期インターンを見据え、希望職種・希望分野を絞り込んでいく。選択した企業への研

究・分析を通じて目に見える商品やサービスと企業理念の関係性に触れ、自身の方向性の選択に活かしていく 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 
テーマ 方法 コマ数 

オリエンテーション 講義 1 

担任面談 演習 3 

就職支援室の利用方法・オリエンテーション 講義 1 

企業研究オリエンテーション 講義 1 

マイナビ登録 演習 2 

キャリアカルテ説明・記入 講義・演習 3 

キャリアポートフォリオ 演習 2 

文化学園図書館の利用方法（上級） 演習 1 

業界研究 演習 2 

点検 演習 2 

エントリーシート作成・面接マナー 演習 2 

模擬面接（担任） 演習 3 

模擬面接（就職支援室） 演習 4 

マイナビ主催アパレル業界企業説明会 演習 2 

まとめ 演習 1 

 
【評価方法】  

出席およびキャリアポートフォリオ、業界研究、エントリーシートの内容を基に、S～C・F評価をする。 

 
主要教材図書 なし 

参考図書   なし 

その他資料  なし 
 

授業の特徴と担当教員紹介  

最新の企業動向に触れ、3年次のインターンに向け自身の方向性を見出す 

文化服装学院専任講師担当 
 
記載者氏名 増田和香子 
 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 マイビジネスプロジェクトⅠ 

単  位   6単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：高橋優 共同担当者： 川井 佐江子 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

➀ 自身が感じる社会課題や目指す社会をビジネスアイデアに落とし込み、顧客から共感を得られる次世代ビジネスを企画立案する。 

➁ ビジネスプランの仮説を繰り返し立て、分析をおこない、フィールドワークを通して検証し、実現可能な企画にする力を身につける。 

③ 起業や企業内起業をするために必要なスキルを習得する。 
  

【授業計画】 

テーマ 学習内容 

◇オリエンテーション 
・授業概要／目的・目標／評価方法を理解する 

・3年次／4年次に取り組むことを理解する 

◇ビジネスの基本 
・ビジネスの基本➀（ヒト／モノ／カネ） 

・ビジネスの基本➁（利益／コスト／量） 

◇ビジネスモデル研究 
・お手本にしたい企業／好きな企業とは？（２社） 

・WHY／HOW／WHATの視点でレポート作成 

◇自己資源を見つける 
・どんな事が自己資源と言えるのか？（入学前・在学中・学外活動） 

・ディスカッションを通して他者からの意見を集約する 

◇SDGｓとＭＢＰ 
・アパレル企業や他業種の SDGｓの取り組み 

・自身の MBPで活かしたいこと／研究したいことをリサーチする 

◇MBP企画立案（仮説を立てる） 
・ゴールデンサークル理論から自身のビジネスプランの 

 ミッション／ヴィジョン／バリューを提案する 

◇競合分析 ・3C分析／5FORCE分析／PEST分析／STP分析 

◇ペルソナ設定 ・ペルソナ設定とペルソナへの提供価値を設定する 

◇ビジネスリーンキャンバス➀ 
・ビジネスリーンキャンバスについて 

・マイビジネスプロジェクトにおけるリーンキャンバスを作成する 

◇ビジネスピクトグラム 
・ビジネスピクトグラムを理解し、自身のビジネスプランに活用する 

・ステークホルダーとの関係性を理解し、イメージを可視化する 

◇前期末プレゼンテーション ・自身のビジネスプランをまとめる 

◇マーケティング戦略【基礎】 
・マーケティングの新定義について 

・今までの定義との違い 

◇マーケティング戦略 

（Product／Place／Promotion／Price） 

・自身のビジネスプランにおけるプロダクト戦略作成 

・ビジネスプランにおける有効的なプロモーション方法の検討 

◇コスト構造と収益の流れ 
・価値を提供するためにかかるコストについて 

・いつ／何が／どれくらい売れそうか仮説を立てる 

◇ビジネスリーンキャンバス➁ 
・ビジネスリーンキャンバス作成について 

・グループディスカッションを通してマネタイズの検証 

◇海外研修へ向けた資料作成 
・点検／実習 

・プレゼンテーション 

◇今後の計画立案 
・次年度に強化していくもの／研究・実践したいこと 

・4年次前期のスケジュール作成 

◇学年末プレゼンテーション 
・1年間の成果報告／プレゼンテーション 

・フィードバック 
 
【評価方法】 

 出席率／授業参加態度／資料作成／プレゼンテーション 
 
主要教材図書 

参考図書 

その他資料 
 
授業の特徴と担当教員紹介 

 

 
 

記載者氏名  高橋優 
  

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 長期インターンシップ 

単  位   5単位 

授業期間 集中 
 
担当教員(代表)：高橋優 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

インターンシップ先を自己開拓し、ファッション流通業界でのプロフェッショナルな現場でリアルな 

ビジネスマインドやスキルを学ぶ。 

また、インターンシップで得た経験と評価を卒業課題や自身の将来に活かす。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

学習内容・方法 

 

◆自己開拓をおこなったインターン先で実務をおこなう。（9月 30日～11月 1日実施予定） 

 

 

【補足】 

◇学校規定に合わせ、1日 8時間×週 5日 週 40時間の実務を 1単位の目安とする。 

◇5週間のインターンシップ（計 200時間）+レポート作成で単位取得となる。 

◇インターンシップ開拓にあたり、インターンシップの意義や心構え、エントリーシート記載方法、 

評価方法などは他科目と連動し進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【評価方法】 

  出欠、企業評価、レポート制作、プレゼンテーション 

 
 
主要教材図書    

参考図書    

その他資料   
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 
  

記載者氏名  高橋優 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ RA3   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 グローバルマネジメントⅠ 

単  位    2 単位 

授業期間 （通期） 
 
担当教員(代表)： 岡本真理子 共同担当者：  

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

将来的にグローバルマネジメントを行うことを念頭におき、講義を通して、国内ビジネスだけではなく海外にも視野を広げる

こと、そして常に情報収集する癖をつけることを到達目標とする。 
授業概要としては、国内外のファッション業界における最新トピックスを織り交ぜながら、海外戦略を考えるために必要なこ

とについて講義を行い、ブランドの海外戦略立案を最終課題とする。 
  
【授業計画】 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

シラバス 講義 1 課題発表（個人） 発表 1 

グローバルファッションビジネス 講義 1 ブランドビジネス 講義 1 

ファッションビジネストレンド 講義 1 テキスタイル 講義 1 

海外進出戦略 講義 1 テキスタイル 講義 1 

日本文化、日本酒市場 講義 1 ファイナンス 講義 1 

ブランド戦略 講義 1 マーケティングと CRM 講義 1 

ブランド戦略―企業訪問（オニツカタイガー） 講義 1 課題発表（グループ） 発表 1 

課題発表（個人） 発表 1 異文化コミュニケーション 講義 1 

国内外の市場特性 講義 1 デザイン思考 講義 1 

小売ビジネス 講義 1 デザイン思考 演習 1 

ファクトリーブランド 講義 1 M&A 講義 1 

課題発表（個人） 発表 1 海外進出戦略 演習 1 

グローバルサプライチェーン 講義 1 課題発表（グループ） 発表 1 

SDG’s 講義 1 まとめ 講義 1 

 
【評価方法】  

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 80％、授業姿勢 20％  
 

主要教材図書 なし             

参考図書   なし    

その他資料  必要に応じて都度配布  
 
授業の特徴と担当教員紹介  
時事ネタを通して様々な側面からファッション業界の現状を伝えることで、視野を広げ、継続的に情報収集することの重要性
を伝えていく。担当教員は国内アパレル企業と日本人デザイナーズブランドで幅広い実務を経験したのち、投資業界へ移った
ことでファッション業界を外から俯瞰して見てきた。クリエーティブが重視されるブランドと数字で判断する投資家という 
2つの全く異なる立場でファッションビジネスを見てきた経験を生かし、学生の視野を広げるサポートをしていきたい。 
 
記載者氏名 岡本真理子   

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  RA3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 

科目名 プロモーション 

単  位     ２単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)： 株式会社たきコーポレーション IGI 

                 井上元気 

共同担当者：  
 

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

プロモーションを学ぶ上で、プロモーションの目的となるブランドの提供価値や、ニーズに関してブランディン

グの観点から分析し、効果の高いプロモーション戦略及びプロモーション施策を立てられるようなること。 

座学で基礎を学びながら、学生皆さんで課題に対するワークショップを通じてプロモーションやブランディング

の基本的構造を理解する。 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

▼課題（テーマ） 

 

「2050年のファッション業界に布石を与えるブランドを考える」 

 

今求められる最先端のブランディングの基本的な構造を学び、2050年を舞台にしたファッション業界のブランドを考える 

ことをテーマに講義を進めていく。 

 

様々な事例やケーススタディーを紹介し、知識をインプット。 

 その上で実際に企業やブランドが使用しているフレームワークを擬似体験しながら、どのようなブランドが 2050年の 

人々にとって価値提供をしていくかを深く分析していく。 

最終回は、弊社オフィスにて各チームごとにプレゼンテーションを行い、弊社クリエイターがそれを採点し講評する。 

 

前期後期でそれぞれテーマを設定し、座学とチームのワークショップを繰り返し行っていく。 

 

 
【評価方法】  

   プレゼンテーション順位（50%）授業態度・発言回数（25%）出席（25%） 

 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  

2009年、新卒で TAKI CORPORATION入社。 

ナショナルクライアントをはじめさまざまなクリエイティブ案件に携わる。 

2014年からたき工房のブランディング事業の立ち上げに携わり、 

ブランディングプロデューサーとして、「パーパス×クリエイティブ」を軸にしたブランディング案件を担当。 

2023年にブランディング領域に特化した社内カンパニーIGIの設立にあたり執行役員兼カンパニー代表に就任。 
      
記載者氏名  井上元気 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



文化服装学院教務部

２０２５年度　カリキュラム科目概要

科ｺｰﾄﾞ KA3 科  名 単　　位 28単位

科目ｺｰﾄ	 科目名 授業時間 90分

方法 コマ数 方法 コマ数

年間の流れ・講師紹介 1コマ DOH・消化率をワークで習得 1コマ

SPA／卸／レンタル／サブス

クなど流通の進化
1コマ

月別売上・在庫推移を計画

的に考える
1コマ

MD職の全体像と思考パター

ン
1コマ

春夏／秋冬シーズン設計の

実践
1コマ

粗利／セール消化／MDワー

ドを楽しく習得
1コマ

年間計画と販売時期の見極

め
1コマ

アイデア発掘ワーク＋顧客

視点の鍛錬
1コマ 社会性と収益性のバランス 1コマ

世界観／USP／コンセプト

ワーク実施
1コマ

サーキュラーエコノミー×

課題解決ワーク
1コマ

実体験から商品発想→発表 1コマ
顧客・提供価値・収益構造

を整理
1コマ

スタートアップブランドの

深堀 など
1コマ

売上−原価−経費＝利益の構

造を把握
1コマ

商品1点あたりの収益構造を

数値で体感
1コマ

役割分担・意思決定・問題

解決の重要性
1コマ

顧客接点ごとの販売設計と

強み・弱み
1コマ

LOOK／ロゴ／コンセプトビ

ジュアル制作開始
1コマ

SNSでのファンづくり・世界

観共有術
1コマ

スライド発表練習・フィー

ドバック
1コマ

共有 → 相互フィードバッ

ク＆講評で方向性を明確に

する

1コマ
コンセプト・商品・販促・

数値すべてを統合
1コマ

ブランド概要＋商品イメー

ジ発表会
1コマ

自己評価・チームの学び・

今後のキャリア設計
1コマ

第12回：ブランドや事業の構想（企画を言語化・共有するワーク）

第13回：前期まとめ＆中間発表（ブランド構想プレゼン）

第20回：ビジネスモデルキャンバス演習

第21回：計数④：簡易PL（損益計算書）体験

第25回：最終プレゼン：ブランド発表会

第26回：講評・ふりかえり・進路へのつなぎ

第22回：チームマネジメントとリーダーシップ

第23回：ブランド制作①：企画・デザイン設計

第24回：ブランド制作②：資料完成・リハーサル

第9回：計数①：価格と原価の基本（粗利率・原価率）

第11回SNSとファッションMD：Instagramから始めるブランド設計

担当教員（代表）：浅沼 陽介 共同担当者：

第14回：計数②：売上・在庫・回転率の基本

第15回：計数③：仕入・販売計画シミュレーション

第16回：シーズンMD計画を立ててみよう

第19回：起業家の発想②：社会課題からの事業創出

第10回：チャネル戦略（店舗／EC／ポップアップ）

第17回：プロモーション＆販促カレンダー設計

第18回：サステナブルMD：リユース・レンタルの可能性

第6回：ブランドコンセプトのつくり方

第7回：商品企画ワーク①：「こんな服ほしかった！」

第8回：スタートアップ思考と事例（D2C／サブスク）

主要教材図書　なし(あれば資料に記載します）

参考図書

その他資料

授業の特徴と担当教員紹介

ファッション流通高度専門士科3年

ファッションマーチャンダイジングⅡ

【授業概要、到達目標・レベル設定】
『マイビジネスプロジェクト』の受講を通じて、MDとしての[知識]、アントレプレナーに必要な[視点]」を定着化させることにより、自らの思いで新たなビジ
ネスプラン創造できる人物を創出すること
アントレプレナーシップ教育を取り入れ、自らでチーム課題を見つけ、課題解決に向かってチャレンジしたり、他者との協働により解決策を探求したりするこ
とを実現できる知識・能力・態度の習得。

第1回：講義ガイダンス＆自己紹介

第2回：ファッション業界構造とトレンド変化

第3回：マーチャンダイジングの基本（5W1H・5適）

第4回：クイズで学ぶMD基礎用語＆利益構造

第5回：起業家の発想法①：生活の“不満”をビジネスに変える

【授業計画】
講義はスライド投影式
1コマ（90分）を3分割して展開 （①講義インプット→②演習グループワーク→③アウトプット）
基本3ブロック制×各30分で進める
毎回1コマ中、2回以上学生がアウトプットできる枠組み　→　グループ内で全員が各自の考えを発表×1　授業の最後にきづき×1を発表し、知識の定着化を図
る

テーマテーマ

【評価方法】



記載者氏名：



 

 

科ｺｰﾄﾞ RA3 

科目ｺｰﾄﾞ 607100 

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 貿易実務 

単  位   2単位 

授業期間   通年 
 
担当教員(代表)：三浦 健 共同担当者： 無し 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

貿易の基本的流れを理解することを主たる目的とする。実社会に出てから、役に立つ程度の基礎知識レベル。 
 

【授業計画】 

コマ 内 容 コマ 内 容 

1 オリエンテーション 16 通関現場 羽田空港税関 研修（郊外授業） 

2 アパレル業界の現状について 17 インコタームズ（貿易に必要なコスト条件） 

3 海外通販の実態 18 インコタームズ（貿易に必要なコスト条件） 

4 貿易の種類 19 貿易に必要な支払いの仕方（決済） 

5 為替 20 貿易に必要な支払いの仕方（決済） 

6 コストの考え方（国内） 21 後期 試験 

7 コストの考え方（海外） 22 貿易に必要な書類 

8 関税の知識 23 輸出の重要性 

9 関税の知識 24 一般貿易と来料加工の違い 

10 貿易における運送 25 一般貿易と来料加工の違い 

11 前期 試験 26 総括 

12 貿易における運送方法 27  

13 貿易における世界マーケット 28  

14 INVOICE作成 練習 29  

15 通関現場 羽田空港税関 研修（郊外授業） 30  

 
【評価方法】  

評価基準 出席回数 70％ 前期試験15％ 後期試験15％＝100％ ＋ 授業姿勢＋レポート加点10％ 110％はS評価 

前後期試験 選択問題50問（1問1点）＋論文 50点＝合計 100点 前後期ともに、試験欠席の場合は、追試（論文の

み）その際、試験ポイントは、3/1＝5％評価になります。学生さんには、初回授業で全員に説明済。評価基準を公開し

てからの講義開始しています。 
 
主要教材図書       無          

参考図書         無 

その他資料        無 
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 
 

記載者氏名 三浦 健 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



科ｺｰﾄﾞ RA 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 

科目名 アカウンティング 

単  位 １単位 

授業期間 （後期） 

担当教員(代表)： 高千穂香織 共同担当者： 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

MBP の収支構造を数値で説明し、経営判断に活用できる力を養う。  

損益分岐点を理解し、売上と費用のバランスを検討する力を養う。 

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

実践で学ぶ損益計画の基礎（全 15 コマ） 

・MBP の損益計画を深掘りする

① ：売上を獲得するポイント

② ：費用がかかるポイント

③ ：利益と損益分岐点

・会計処理にまつわるリアルを知る

① 会計システムの機能と操作

② 会計報告と確定申告

・学習方法・スタイル

講義で理論を学び、演習と個別リサーチで実践力を育成 

グループワークを通じて意見を交換し、多角的な視点を獲得 

起業経験者をゲストスピーカーに迎え、対談形式で現場の知見を吸収 

・他科目との連携・学びの定着

「マイビジネスプロジェクト（MBP）」における資金調達計画と連動 

数字を根拠にビジネスを語り、自分の言葉で計画を説明できる力を養成 

【評価方法】 

　出席 20％、講義レポート 30%、期末レポート 50％ 

主要教材図書 とくになし

参考図書

その他資料 classroom にてスライドを共有 

授業の特徴と担当教員紹介 
MBP に活かせる実践的な知識を厳選し解説。中小企業診断士であり創業支援の専門家が制度や実例を交え、卒業後も役立つ
知識と情報収集力を育てます。 

記載者氏名　

文化服装学院教務部

２０２５年度 カリキュラム科目概要 

高千穂香織



 
      

科ｺｰﾄﾞ  RA3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 グローバル･プレゼンテーション 

単  位         1単位 

授業期間     後期 
 
担当教員(代表)：三村 典召 共同担当者： 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

英語でのプレゼン発表に必要な基礎的な論理を学び,それを実践する場とする。加えて三年次後期に行われる海外研修において

プレゼンを行う事を最終目標とする。 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

Course Description 演習 1 

Presentation Structure 演習 1 

Informative-style Presentation 演習 1 

Persuasive-style Presentation 演習 1 

Making Effective Slides 演習 1 

Visualizing Textual Information 演習 1 

Visualizing Quantitative Date 演習 1 

Pronunciation Focus 演習 1 

Telling Delivery 演習 1 

Non-verbal Communication 演習 1 

Q&A Session Strategies 演習 1 

Rehearsal and Practice 演習 1 

Final Presentation (1) 演習 1 

Final Presentation (2) 演習 1 
 
【評価方法】  

        学業評価（50%）、 授業姿勢（50％） 

 
主要教材図書  JACET関西支部教材開発研究会「Power Presentation」三修社 

参考図書  

その他資料     適宜プリントを配布する 
 

 

記載者氏名 三村 典召 
 

授業の特徴と担当教員紹介   
  理論と実践をバランスよく学び、聞き手の注意を引く効果的なプレゼンができる手法を体験を通し身につける。 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  RA3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科３年 

科目名 美学 

単  位     2 単位 

授業期間    通年 
 
担当教員(代表)：五野井郁夫 共同担当者：  

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

今日アートとファッションは相互連関関係にあり現代美術への理解と評価は必須である。本講義では美学の基礎と現代美術、

アート市場の操作を分析し、ファション・ビジネスに不可欠な知識を会得することを目的とする。 

 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

美とは何か 講義 2 アート史 9 ミニマリズム 講義演習 2 

美的価値と芸術的価値 講義 2 アート史 10 シミュレーショニズム 講義演習 2 

美のカテゴリーとレパートリー 講義演習 2 アート史 11 ポストモダニズム 講義演習 2 

美と倫理、検閲 講義演習 2 アート史 12 スーパーフラット以後 講義演習 2 

美とジェンダー #Metoo以降 講義演習 2 アート史 13 写真史 講義演習 2 

美と公共性、パブリックアート 講義演習 2 アート史 14 映画史 講義演習 2 

レイシズムと美の変遷  

#BlackLivesMater以降 
講義演習 2 アートワールドの現在 講義演習 2 

アート史 1 印象派、ラファエル前派 講義 2 国際美術展 1：ヴェネツィアビエンナーレ 講義 2 

アート史 2 分離派、未来派、シュプレマティズム 講義 2 国際美術展 2：ドクメンタ、ベルリン 講義 2 

アート史 3 ダダ 講義 2 国際美術展 3：あいちトリエンナーレ 2019 講義 2 

アート史 4 シュールレアリズム 講義 2 国際美術見本市： アート・バーゼル 講義 2 

アート史 5 バウハウス、モダニズム 講義 2 アート・マネジメントと商業芸術 講義演習 2 

アート史 6 アメリカの戦前アート、ホッパー等 講義 2 地域アートジェントリフィケーション 講義演習 2 

アート史 7 抽象表現主義、反芸術 講義 2 アートと敵対性、日常性 講義演習 2 

アート史 8  ポップアート 講義演習 2 全体のまとめと講評 講義演習 2 

 

【評価方法】  

毎回のプレゼンテーションと課題提出 100% 
 
主要教材図書 山本浩貴『現代美術史』中公新書 2019、ロバ－ト・ステッカ－『分析美学入門』勁草書房 2013年、椹木野

衣『シミュレーショニズム』 ちくま学芸文庫 2001年 

参考図書   西村清和『分析美学基本論文集』勁草書房 2015年、ハル・フォスター『第一ポップ時代』河出書房新社  
2016年、クレア・ビショップ『人工地獄』フィルムアート社 2016年、蓮実重彦『映画への不実なる誘い』青土社 2020年 

その他資料  あいちトリエンナーレ 情の時代の図録 
 

 

記載者氏名 五野井郁夫 
 

授業の特徴と担当教員紹介     スライド、映像による解説、アトリエ式の学生参加型演習を行う。 
現代美術家の藤井光やキュレーターの遠藤水城らとともにさまざまな作品や展示に関わりアサヒアートスクエア等でも 
講演を数多く行うとともに、ダムタイプなどの批評を美術批評を多数行っている。 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  RA3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 ヴィジュアルマーチャンダイジング 

単  位       2  単位 

授業期間     通年 
 
担当教員(代表)：VMS株式会社 道仲 阿子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ヴィジュアルマーチャンダイジングの意義とその効果を理解し、リテールレイアウト計画能力のある人材の 

育成を目指す。 

店頭管理の重要性を理解し、買いやすくメンテナンスしやすい、実践で使える売り場作りができる。 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

ＶＭの基礎知識①VMの意義 
講義/ 

ワーク 
2 管理運営するディスプレイ① 

講義/ 

ワーク 
2 

ＶＭの基礎知識②VMの目的・役割・責任 
講義/ 

ワーク 
2 管理運営するディスプレイ② 

講義/ 

ワーク 
2 

ＶＭの基礎知識③実店舗の価値創造 
講義/ 

ワーク 
2 店舗診断/店舗の課題抽出・改善 

講義/ 

ワーク 
2 

ＶＭの基礎知識④導線の理解 
講義/ 

ワーク 
2 マイビジネスプロジェクト出店計画 

講義/ 

ワーク 
6 

ゾーニング① 
講義/ 

ワーク 
2 １年のまとめ/期末試験 

講義/ 

ワーク 
2 

ゾーニング② 
講義/ 

ワーク 
2    

前期のまとめ/期末試験 
講義/ 

ワーク 
2 

 
  

      

      

      

      

      

      

 

【評価方法】  

課題評価 50% 期末試験 40% 授業姿勢 10% 

 

主要教材図書                  

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 VMS 道仲 阿子 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴      
ブランドや MD戦略に合わせてマーケティングの観点を理解した上で、店舗ゾーニング、ディスプレイの手法や役割を理解
し、運営する店舗を計画から実行まで検証し、体系的に考えられる「小売業」にアプローチできる人材を育成する。 

担当教員紹介 
大手アパレル店長を経て、ヴィジュアルマーチャンダイジングを担当、その後ＶＭコンサルティング会社、Visual 
merchandising studio株式会社に入社、有名ブランドのヴィジュアルマーチャンダイジングの指導を行っている。 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ    RA3 

科目コード 101091 

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 ニット A（自由選択） 

単  位   １単位 

授業期間    前期 
 
担当教員(代表)：前田 亜希子 共同担当者：  

 
 

概要 

ハンドニットの一般知識（素材・道具・編み地）と棒針、鉤針の編み方の理解と作品作りの知識を習得し、   

ニットの可能性を広げる。 
  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、他科目との関連性、使用パソ

コンソフト名・ボディ種類、見学先 

回数 内 容 方法 コマ 

1 ニットの一般常識、指編み実習 講義・演習 １ 

2 棒針編み基礎、作り目、表編み（パール編み） JIS記号 講義・演習 １ 

3 棒針編み基礎、裏目（メリヤス編み・ゴム編み） 講義・演習 １ 

4 棒針編み基礎、三原組織、伏せ止め 講義・演習 １ 

5 鉤針基礎（鎖編み、細編み）JIS記号について 講義・演習 １ 

6 鉤針基礎（細編み・中長編み・長編み）・長編みの円 講義・演習 １ 

7 ニットの素材・ファンシーヤーン 講義 １ 

8 各自制作する作品についての指導、ゲージの取り方、作図・計算 講義・演習 １ 

9 各自作品制作・指導 演習 １ 

10 各自作品制作・指導 演習 １ 

11 各自作品制作・指導 演習 １ 

12 各自作品制作・指導 演習 １ 

13 ニット総括、作品発表会 講義・発表 １ 

 
評価方法・対象・比重 

提出物…８０％  授業姿勢・出欠席…２０％ 
 
主要教材図書  講座 ニットの基礎技術 抜粋プリント 

授業の特徴と担当教員紹介 
 ハンドニットを中心にニットの基礎を理解し、演習を通じてニットの楽しさや多様性を知り、ニットの可能性を広げる

授業。ハンドニットから工業ニットまで幅広いニットの知識と技術を専門とする教員が授業を展開する。 
 

 

記載者氏名 前田 亜希子 

 

２０２５年度カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ RB2 

RA1234 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 Ⅰ部 ファッション流通科 2年   

   ファッション流通高度専門士科 

科目名 ソーイング a 

単  位   1単位 

授業期間 前期 

 
担当教員(代表)：中野 麗子  共同担当者：  

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

各自のコーディネートにプラスすることでより効果的に表現できるアイテム（つけ衿・リメイク）を 2点制作

する。各自のデザインに応じた制作方法を指導、理解させる。  
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

コマ 内 容 

1 導入、デザイン相談（つけ衿） 

2 デザイン決定、裁断、解体 

3 点検・実習 

4 点検・実習 

5 点検・実習・提出 

6 導入、デザイン相談（リメイク） 

7 デザイン決定、裁断、解体 

8 裁断、解体 

9 点検・実習 

10 点検・実習 

11 点検・実習 

12 点検・実習・提出 

13 制作物を用いたスタイリング撮影実習（発表会） 

 

【評価方法】 

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 評価基準：学業評価 70％ 授業態度30％ 
 
主要教材図書  
文化ファッション大系 ファッション流通講座 コーディネートテクニック アクセサリー編                  

参考図書  

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介 

実習を伴うアパレル造形科目 
文化服装学院専任講師担当 

 

記載者氏名 中野 麗子 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 
文化服装学院教務部 

 



 

 

 

科ｺｰﾄﾞ RB2 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通科 2年 

ファッション流通高度専門士科 1年～4年共通自由選択 

科目名 選択帽子（布帛） 

単  位    １単位 

授業期間 前期 

 
 
担当教員(代表)：德滿 真紀 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

  布帛による基本的な帽子を製作し、知識と技術を取得する。 

 発表会を行うことにより、帽子を使用したアクセサリーコーデネートを行う。 
  

【授業計画】 
 

 

Ⅰ．帽子の一般知識導入…（講義・実習）1コマ 

  １歴史・名称・素材・用具・かぶり方・マナー 

  ２自分のヘットサイズの測り方を学び、採寸 

 

Ⅱ．ベレー帽・バゲット製作…（講義・実習）5コマ 

  ベレー帽・バゲッドの構造を理解する 

１パターン製作 

２裁断・印つけ・本縫い 

 

 Ⅲ．自由作品製作（ベレー・バゲット・ヘッドアクセサリー）…（講義・実習）6コマ 

   各自製作の帽子の構造を理解する 

１パターン製作 

２裁断・印つけ・本縫い 

 

 Ⅳ．作品提出 

   製作した作品に合わせトータルコーディネートし、写真撮影したものを課題として提出 

 
【評価方法】 1 S・A・B・C・F評価  

 2 評価基準…学業評価 50％ 授業姿勢 50％  

 
主要教材図書 文化ファッション大系 ファッション流通講座③コーディネートテクニックアクセサリー編 文化服装学院編 

学校法人文化学園 文化出版局  

参考図書   文化ファッション大系 ファッション流通講座③コーディネートテクニック演出編Ⅰ 文化服装学院編 

       学校法人文化学園 文化出版局 

その他資料  なし 
 

授業の特徴と担当教員紹介 

授業の特徴  布帛の帽子に関するパターン作りと縫製方法を身につける。 

担当教員紹介  
 
記載者氏名  夏目 幸恵 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 
        

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 映画から見るファッション 

単  位       1  単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：関根 麻里恵 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

授業概要：ファッションを伝えるメディア（媒体）の一つとして映画を捉え、映画のなかのファッションが時代によってどの

ような役割を担っていたかを学ぶ。具体的には、スターがスター足らしめた時代（1910-60年代）と「ニュー・シネマ」以降

（1960年代後半-現在）と大きく二つに分け、①映画の技術の発展（サイレントからトーキー、モノクロからカラーなど）と

衣装の見せ方の関係性、②映画のなかの俳優とファッションの関係性、③そこに描き出されていた理想の男らしさ・女らし

さ、④当時の社会との関係、⑤観客の眼差しの変遷について、特筆すべき映画の具体例を交えながら検討していく。 

到達目標：映画のなかのファッションが時代によってどのような役割を担っていたかを理解し、ファッションの魅力を人に伝

えられるように言語化（＝レポート提出）することを目標とする。 

レベル設定：映画を定期的に鑑賞していて、映画とファッションの関係やジェンダーに興味があり、なおかつそれを知ろうと

する向上心のある学生が好ましい。 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

第 1回 イントロダクション 講義 1 

第 2回 映画・ファッション・ジェンダーの関係 講義 1 

第 3回 1910年代-1920年代：サイレント時代 講義 1 

第 4回 1930年代-1940年代：ハリウッド映画黄金時代 講義 1 

第 5回 映画作品鑑賞① 講義 1 

第 6回 1950年代-1960年代前半：娯楽大作主義時代 講義 1 

第 7回 1960年代後半-1970年代前半：アメリカン・ニューシネマ、パニック映画時代 講義 1 

第 8回 映画作品鑑賞② 講義 1 

第 9回 1970年代後半-1990年代前半：ニュー・アメリカン・ドリーム、ビデオ時代 講義 1 

第 10回 1990年代後半-：CG時代 講義 1 

第 11回 映画作品鑑賞③ 講義 1 

第 12回 2000年代-2010年代：災害と映画、フィルムからデジタル、そしてインターネットへ 講義 1 

第 13回 まとめ 講義 1 
 
【評価方法】  

S〜C・F評価。出席（40％）＋コメントシート（10％）＋レポート（50％） 

 
主要教材図書 なし              

参考図書 
川本恵子『新装版 魅惑という名の衣裳―ハリウッド・コスチュームデザイナー史』株式会社キネマ旬報社、2009年。 
村山匡一郎編『映画史を学ぶ クリティカル・ワーズ【新装増補版】』フィルムアート社、2013年。 

その他資料 適宜配布 
 
授業の特徴と担当教員紹介   
授業の特徴 ：ファッションも映画も、その当時の社会的背景や技術に影響をうけて発展・衰退・進化をしているメディアで 

あることを、歴史を踏まえながら理解することで、ファッション、映画双方への理解を深めることができる。 
担当教員紹介：専門は表象文化、ジェンダー・セクシュアリティ、文化社会学。ファッション批評誌『vanitas』（アダチプレ

ス、2013年）のほか、『ユリイカ』『現代思想』などに寄稿。共著に『「百合映画」完全ガイド』（星海社、 
2020年）、『クリティカル・ワード ファッションスタディーズ――私と社会と衣服の関係』（フィルムアート 
社、2022年）、『ポストヒューマン・スタディーズへの招待――身体とフェミニズムをめぐる 11の視点』（堀 
之内出版、2022年）、『ゆさぶるカルチュラル・スタディーズ』（北樹出版、2023年）、『ウィメンズ・ムービ 
ー・ブレックファスト』（フィルムアート社、2024年）、共訳に『ファッションと哲学』（フィルムアート社、 
2018年）がある。（2025年 5月現在） 

 
記載者氏名 関根麻里恵 
 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 造形選択 a 

単  位 1 単位 

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：高橋優 共同担当者：中野麗子 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

➀パーカーの製作を通じて、ニット素材の製品構造を理解する。 

➁パターン展開（丈の調整や切り開き）方法を習得する。 

③３・４年次にて取り組む《マイビジネスプロジェクト》において、自身のビジネス企画に活用する。 
  
【授業計画】 

カットソ―トップス製作（パーカー） 

回数 内容 学生準備物 

１ 科目概要説明／サイズ希望調査／デザイン相談  

２ パターン修正／パターンカット パターン／ハサミ／カッター 

３ マーキング／生地裁断 裁縫セット／生地 

４ マーキング／生地裁断／テープ貼り 裁縫セット／ロックミシン 

５ 縫製➀ 肩線を縫う／ポケット作り 裁縫セット／ミシン 

６ 縫製➁ ポケット付け／フード作り 裁縫セット／ミシン 

７ 縫製③ フード付け 裁縫セット／ミシン 

８ 縫製③ 袖をつける 裁縫セット／ミシン 

９ 縫製④ 袖下線・脇線を縫う 裁縫セット／ミシン 

１０ 縫製⑤ リブを作る／裾リブをつける 裁縫セット／ミシン 

１１ 縫製⑥ 袖口リブをつける 裁縫セット／ミシン 

１２ 縫製⑦ 装飾アレンジ１ 裁縫セット／ミシン 

１３ 縫製⑧ 装飾アレンジ２ 裁縫セット／ミシン 

１４ 縫製⑨ 装飾アレンジ３／仕上げアイロン 裁縫セット／ミシン 

１５ 発表会／提出 裁縫セット 
 
【評価方法】  

 作品課題50％ 授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)50% 

 
主要教材図書 アパレル商品構成教科書 

参考図書   特になし 

その他資料 
備考 
・パターン印刷代／ロック糸代／接着テープ代として¥1,000-円程度、1回目の授業にて集めます。 
・生地代／ボタン代は学生負担となります。 
 
授業の特徴と担当教員紹介 

 
 

 

記載者氏名 高橋 優 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 
文化服装学院教務部 

 



 

 
    

科ｺｰﾄﾞ RA 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名ファッション流通高度専門士科 2・3・4年 

科目名 造形選択 b（スカート） 

単  位 1単位  

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：中野 麗子  共同担当者：高橋 優 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

① スカート製作を通じて、スカートの製品構造を理解する。 

② パターン展開（丈の調整や切り開き）方法を習得する。 

③ ３・４年次にて取り組む《マイビジネスプロジェクト》において、自身のビジネス企画のサンプル計画・ 

縫製に活用する。 
  

【授業計画】スカート製作 

回数 内容 学生準備物 

１ 科目概要説明／デザイン相談／パターン修正 方眼定規 

２ パターン修正／パターンカット パターン／ハサミ／カッター 

３ マーキング／生地裁断 裁縫セット／生地 

４ マーキング／生地裁断 裁縫セット／ロックミシン 

５ 縫製➀ テープはり／ロックミシン 裁縫セット／ミシン 

６ 縫製➁ コンシールファスナー１ 裁縫セット／ミシン 

７ 縫製③ コンシールファスナー２ 裁縫セット／ミシン 

８ 縫製③ 脇 裁縫セット／ミシン 

９ 縫製④ ベルト作り／ベルトつけ 裁縫セット／ミシン 

１０ 縫製⑤ ベルトつけ／カギホック 裁縫セット／ミシン 

１１ 縫製⑥ 裾上げ 裁縫セット／ミシン 

１２ 縫製⑦ 装飾アレンジ 裁縫セット／ミシン 

１３ 縫製⑦ 装飾アレンジ 裁縫セット／ミシン 

１４ 仕上げアイロン 裁縫セット／ミシン 

１５ 完成 提出 発表会 提出カード 

 
【評価方法】  

 作品課題 50％ 授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)50% 
 

主要教材図書 アパレル商品構成教科書 

参考図書   特になし 

その他資料 
備考 
・パターン印刷代／ロック糸代／接着テープ代として¥1,000-円程度、1回目の授業にて集めます。 
・生地代は学生負担となります。 
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 

 
記載者氏名 中野 麗子 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
    

科ｺｰﾄﾞ RA 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名ファッション流通高度専門士科 2・3・4年 

科目名 造形選択ｃ（ファッション小物） 

単  位 1 単位 

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：中野 麗子  共同担当者：高橋 優 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

① ファッション小物（バッグ）製作を通じて製品構造を理解する。 

② ３・４年次にて取り組む《マイビジネスプロジェクト》において、自身のビジネス企画のサンプル計画・縫

製に活用する。 
  

【授業計画】ファッション小物製作 

回数 内容 学生準備物 

１ 科目概要説明／デザイン相談／パターンカット 方眼定規／ハサミ 

２ マーキング／生地裁断 パターン／ハサミ／カッター 

３ 生地裁断 裁縫セット／生地 

４ 芯貼り 裁縫セット／ロックミシン 

５ 縫製➀ ポケット作り１ 裁縫セット／ミシン 

６ 縫製➁ ポケット作り２ 裁縫セット／ミシン 

７ 縫製③ ポケット付け 裁縫セット／ミシン 

８ 縫製③ 見返し付け 裁縫セット／ミシン 

９ 縫製④ 胴脇 裁縫セット／ミシン 

１０ 縫製⑤ 曲げまち／手ひも 裁縫セット／ミシン 

１１ 縫製⑥ 手紐つけ 裁縫セット／ミシン 

１２ 縫製⑦ 装飾アレンジ／かぶせ 裁縫セット／ミシン 

１３ 縫製⑦ 装飾アレンジ 裁縫セット／ミシン 

１４ 仕上げアイロン 裁縫セット／ミシン 

１５ 完成 提出 発表会 提出カード 

 
【評価方法】  

 作品課題 50％ 授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)50% 
 
主要教材図書 特になし 

参考図書   特になし 

その他資料 
備考 
・パターン印刷代／ロック糸代／芯代として¥1,000-円程度、1回目の授業にて集めます。 
・生地代は学生負担となります。 
 
授業の特徴と担当職員紹介 
 
 

 
記載者氏名 中野 麗子 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
     

科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 オーラルトレーニング e/f 

        (自由選択) 

単  位  各 1単位  

授業期間  集中 

 
担当教員(代表)：高橋 優 共同担当者：  

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

第二外国語学習に対する単位認定。20時間以上の学習を以って 1単位の認定とする。 

各自のレベルに合わせた学習を集中・継続して行うことにより、発音や表現の向上を目指す。 

 
【授業計画】 

 

・単位語学留学 g/h 各 1単位取得。 

・1単位当たり 47回（1回 25分）の学習をもって 1単位の認定とする。 

・学生自身が自身のレベルに合わせた留学先を探し、申し込みをする。または学校が契約をしている 

オンライン英会話学習  教材を申し込む。 

・レベルに合わせた目標を設定し、実習を行う。 

・学修先の受講証明書を発行し、提出をする。 

・上記証明書と共に成果報告書を作成し提出することで単位認定とする。 
 

 
【評価方法】  

 

 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
     

 
記載者氏名  高橋 優 

 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 インターンシップ c,d 

単  位   各 1単位 

授業期間 集中 
 
担当教員(代表)：高橋優 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

社会に出てからのキャリア向上に向けた実務体験をする。 

各自それぞれの能力に合わせて設定できる自由選択とする。 

  

【授業計画】 

 

学習内容・方法 

 

◆自身のキャリア向上につながる企業を自己開拓し、インターンシップをおこなう。 

 

 

【補足】 

◇学校規定に合わせ、1日 7～8時間×5日 35～40時間の実務を 1単位の目安とする。 

◇5日間のインターンシップ（35～40時間）+レポート作成で単位取得となる。 

◇インターンシップ開拓にあたり、インターンシップの意義や心構え、エントリーシート記載方法、 

評価方法などは他科目と連動し進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【評価方法】  

  研修時間、企業評価 

 
主要教材図書    

参考図書    

その他資料   
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 

  

記載者氏名  高橋優 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 コラボレーション e/f（自由選択） 

単  位   １ 単位 

授業期間 集中 
 
担当教員(代表)：高橋優 共同担当者：川井佐江子 佐草勇樹 高橋優 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

リサーチから企画立案、発表を通し、共感を呼ぶ価値の創造とコミュニケーションを学ぶ。また企業とのコラ

ボレーションによる実践的学びと実務家からの評価いただくことで、業界におけるビジネスの現状を知る。グ

ループワークを行うことで、コミュニケーション力やリーダーシップ、チームビルディングを体験する。 

  

【授業計画】 

回数 テーマ 学習内容・方法 

１ コラボレーション概要説明 講義 

２ 市場調査 演習 

３ ディスカッション 講義・演習 

４ 企画立案① 講義・演習 

５ 企画立案➁ 講義・演習 

６ 中間報告・フィードバッグ 講義 

７ 企画立案修正 講義・演習 

８ イベント準備① 講義・演習 

９ イベント準備① 講義・演習 

１０ イベント準備① 講義・演習 

１１ コラボレーション実施① 演習 

１２ コラボレーション実施➁ 演習 

１３ コラボレーション実施③ 演習 

１４ まとめ・振り返り 講義 

 
【評価方法】 

   出欠席率、課題、グループワーク、発表 
 
主要教材図書    

参考図書    

その他資料   
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 

 

記載者氏名  高橋優 
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファション流通高度専門士科３年 

科目名 Business English IA 

単  位      3  単位 

授業期間    通年 
 
担当教員(代表)：和泉 ケイリーン 共同担当者：  

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 
Obtain Knowledge of basic Business English. Be able to understand the differences between casual and 
business English. Understand and use a range of phrases appropriate for tuse in a business 
environment 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ

数、他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

Unit 1 - Self introduction & 演習 2 Unit 24 - Internship 1 演習 2 

Unit 2 Fashion History   Unit 25 - Internship 2   

Unit 3 - Opinions 1 演習 1 Unit 26 -Trends 演習 1 

Unit 4 - Phone calls/Email/Small Talk 演習 1 Unit 27 - E-commerce 1 & 演習 2 

Unit 5 - Sales Language 1 & 演習 2 Unit 28 Occupations /Tasks   

Unit 6 Sales Language 2   Unit 29 - Handling Problems & 

Complaints 

演習 1 

Unit 7 - Presenting 1 演習 1 Unit 30 - Review Lessons & 演習 2 

Unit 8 - Presenting 2 演習 1 Unit 31 Case Study 2   

Unit 9 - Scheduling 演習 1 Unit 32 - Business trips Abroad 演習 2 

Unit 10 - Promotion & 演習 2 Unit 33 Directions   

Unit 11 Merchandising   Unit 34 - Fashion Show 演習 2 

Unit 12 - Sales Language 1 演習 1 Unit 35 Opinions 2 - Negotiiating   

Unit 13 - Interview 1 演習 1 Unit 36 - Sustainability 演習 2 

Unit 14 - Review Lesson & 演習 2 Unit 37 My Business Plan   

Unit 15 Asking about fabric   Unit 38 - Textiles & 演習 2 

Unit 16 - Marketing Strategies 演習 1 Unit 39 Innovative Thinking   

Unit 17 - Target Markets 演習 1 Unit 40 - Retail 2 - Profit & Lost 演習 2 

Unit 18 - Brand Case Study & 演習 2 Unit 41 Review Lesson 3 (Test)   

Unit 19 Instructions   Case Study 2   

Unit 20 - Interview 2 演習 1    

Unit 21 - Retail 1 演習 1    

Unit 22 - Casual vs Business 演習 2    

Unit 23 - E-commerce Case Study      
 
【評価方法】  

Summary Test 1 (10%), Summary test 2 (10%), Short Report (5%), Attendance (39%), Case Study Report (16%), Google Classroom 

Weekly Questions (20%) 
 
主要教材図書  Main teaching materials created by Caroline McCurdy 

参考図書  

その他資料  
 

授業の特徴と担当教員紹介   

 
 

記載者氏名  和泉 ケイリーン 
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



           
科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 Business English IB 

単  位       3単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：増田和香子 共同担当者： 

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

この授業では基本的な英語を復習し、そのうえでビジネスシーンを想定した適切なコミュニケーション方法を

扱う。主に e-mailでのやり取りを想定し、カジュアル、セミフォーマル、フォーマルの 3種類に対応したラ

イティングができるようになることを目標とする。レベルは中～準中級を想定している。 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

Orientation 
 

演習 1 Making Invitations 
 

演習 2 

Placement test 
 

演習 1 Making Appointments 
 

演習 2 

Introducing Yourself 
 

演習 2 
インターンシップ報告 

演習 1 

Introducing Companies 
 

演習 2 Making Appointments 
 

演習 2 

Explaining Your Role 
 

演習 2 Cancelling and Rescheduling 
 

演習 1 

Introducing Products 
 

演習 2 Describing Locations 
 

演習 2 

Checking Information 
 

演習 2 Looking after a Visitor 
 

演習 1 

Giving Your Opinion 
 

演習 2 
海外の文化について 

演習 1 

 

Making Requests 
 

演習 2 Making a Phone call 
 

演習 2 

Asking Permission 
 

演習 2 Taking Messages 
 

演習 2 

まとめ 演習 1 まとめ 演習 1 

中間試験 演習 1 期末試験 演習 1 

海外生活について 演習 1 一年間のフィードバック 演習 1 

 
【評価方法】  

平常点（出席、クラス参加）30％、中間試験 30％、ライティング 10％、期末試験 30％で S～C・F評価をする。 
 
主要教材図書  Go Global（成美堂） 

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 

授業の特徴と担当教員紹介 

学生はアルバイトで外国人観光客と接する機会も多いため、ジェネラルな接客英語や日常会話の発話練習も取り入れる。 
 
記載者氏名 増田和香子  

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 キャリアディベロップメントⅢ 

単  位        2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：梶原 麻未 

 

共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

 ・卒業後のイメージを具体化し、現在の社会で必要な自分軸を持ち、主体的に行動できる能力、情報活用 

能力、将来設計能力を身につける。レベル設定としては自己分析・職業理解を深め、自分軸の自己理解、 

マイロードマップを完成。 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

キャリアについて/他己紹介 講義・実習 1 

就職活動スケジュール/26年卒インターン定義の変更について 講義 1 

学生と社会人について/キャリアシート作成 講義・実習 2 

自己分析（自分史・モチベーションチャート）グループワーク 講義・実習 2 

パーソナルブランディング（スライド、PF作成、発表） 講義・実習 2 

職業理解（職業興味と職種・企業研究） 講義・実習 3 

問題解決能力 講義・実習 1 

インターンについて（目的、マナー、振り返り、発表） 講義・実習 4 

自己分析/キャリアプランニング 講義・実習 4 

就活対策（ES,面接，グループディスカッション対策） 講義・実習 5 

キャリアについて（社会に出てからのキャリア構築について） 講義・実習 1 

 
【評価方法】  

・出席30%、学業評価 20％、授業姿勢 50％ 

 
主要教材図書 無し(プリント・資料配布) 

参考図書   キャリアコンサルタント育成講座資料/絶対内定 2023/キャリアデザイン入門～理論と実践～(赤堀勝彦著) 
/セルフキャリアドッグ入門（高橋浩、増井一著）など 

その他資料  
 

 

記載者氏名 梶原麻未 
 

授業の特徴と担当教員紹介      
【特徴】 

アパレル業界特化の人材会社 iDA所属、国家資格キャリアコンサルタントによる実践的なキャリア構築及び能力開発。 
現代社会で活躍できる主体的に学び行動力のある人材育成・輩出を目指し、ワークを中心に自己成長を促す。 

【担当教員紹介】 
人材会社にて法人営業、求職者面談及び採用面接を約 10年経験。現在は、採用キャリアを活かして新卒サイト運営に 
携わりジュエリー販売経験と人材キャリアを掛け合わせたリアルな就活セミナーを含むキャリア開発セミナーを実施。 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 特別講義Ⅲ 

単  位   2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：高橋優 共同担当者：  

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッションを広く捉え、グローバルに活躍する人材から社会の現状やビジネスの難しさ、楽しさを学び、 

幅広い視野を持ち、キャリアを積み上げていく柔軟な発想へつなげていくことを目標とし、マイビジネスプロジェクトの 

ヒントをつかむ。 
  

【授業計画】 

回数 テーマ 学習内容・方法 

3 コミュニケーションプログラム➀ 新入生歓迎イベント（4学年合同） 

4 コミュニケーションプログラム➁ 新規ビジネス情報リサーチ（4学年合同） 

6 新規ビジネスリサーチ 修了・卒業制作発表会 見学（4学年合同） 

2 長期インターンシップの重要性 企業選びとインターンまでの流れについて 

1 ラグジュアリーブランドにおけるマーケティングの重要性 ブランド価値の伝え方について 

1 時代に合った事業変革について 
時代に合った事業変革について 

ファッションブランドにおける SDGｓの取組み 

2 シーズン MDとキャンペーンの関係性 企業訪問し、商品や VMDを見ながら受講 

1 ファッションとテクノロジー サム・アルトマンが目指す社会について 

1 新規事業の立ち上げについて➀ ATTISESSION立ち上げまでとこれから 

1 
ファッションエンターテイメントがもたらす顧客と 

価値の創造 
ファッションイベントの最新傾向について 

1 海外戦略とその必要性 海外戦略とブランドコラボ事業について 

1 新規事業の立ち上げについて➁ 古着屋経営までの経緯とこれから 

1 ECビジネス戦略の最新傾向 
データプラットフォームが可能にする one to oneマーケ

ティング 

2 海外研修について➀ 研修までの流れ・海外情勢・VISAについて 

2 海外研修について➁ 
研修先リサーチ／日本と海外のファッションの価値観の

違い 
 

【評価方法】 

  出欠、課題、レポート提出 
 

主要教材図書 

参考図書 

その他資料 

 

授業の特徴と担当教員紹介 

 
 

記載者氏名  高橋優 
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 3年 

科目名 校外研修 

単  位   2単位 

授業期間 集中 
 
担当教員(代表)：高橋優 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

海外のビジネスの現場に赴き、グローバル企業のビジネスの現状を学ぶ。 

また現地の美術館やマーケットの見学を通して多様な価値観と異文化への理解を深め、視野を広げる。 

（３泊５日予定） 

  

【授業計画】 

テーマ 目的 学習内容・方法 

ファッション企業視察 

◇グローバルファッションビジネスの現状を知る 

◇知見を広げ、自身が進めているマイビジネスプロジェクト 

に活かす 

◇地域やマーケットの特色を活かしたファッション産業を理解する 

視察前に事前に企業 

研究を実施 

カルチャーエクスチェンジ 

◇海外のファッション／アート大学と連携し、日本と海外の 

カルチャーや価値観をディスカッションし相互理解する力を養う 

◇自身が習得した英語力やプレゼン力、ヴィジュアルクリエーション

力を発揮する 

事前に日本のカルチャー 

をレポートにまとめる 

マーケットリサーチ 

美術館鑑賞 

◇マーケットリサーチを通しマーケティングやプロモーション、 

接客方法、VMDなど様々な視点から共通点、差異点を発見する 

力を養う 

◇海外市場における消費者の”ファッション”の価値観を体感する 

◇美術館鑑賞を通し、感性を養う 

事前にネットリサーチを 

実施 

 

 

  

【評価方法】 

  出欠、課題、グループワーク、発表 

 
 

主要教材図書 

参考図書 

その他資料 

 
授業の特徴と担当教員紹介 

 

 
 

記載者氏名  高橋優 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
 
   
科ｺｰﾄﾞ RA4 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 マイビジネスプロジェクトⅡ 

単  位 6単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：川井佐江子 共同担当者：高橋 優 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

・社会課題や目指す社会をビジネスアイデアに落とし込み、顧客から共感を得られる次世代ビジネスを企画立案 

・ビジネスプランの仮説を立案・分析・検証し、実現可能な企画にする力を身につける 

・起業家精神に必要なスキルを習得する 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 
 

１ 3年次の計画をもとに自走（実証実験）準備を行う 

・自走に向けて ToDoリストの可視化 

・ToDoリストをもとにマンダラート作成 

・メンターによるアイデアの壁打ちを行い、内容のブラッシュアップを行う 

 

２ 自走（実証実験）する・中間発表 

・自走（実証実験/）に向け準備・実施をする 

＊夏期休暇含め、8/31までに実施 

  ・自走計画の発表を行う 

 

３ 自走（実証実験）の振り返り、まとめ、再考 

  ・結果をもとに、問題点を洗い出し更なるブラッシュアップを行う 

・プレゼンテーションツール（パワーポイントによるマップ）作成 

・自走結果発表の実施 

 

４ 事業計画書作成・年度末発表準備 

  ・リアルなビジネスに落とし込むべく、資金調達を含め事業計画書を作成する 

  ・2年間の集大成として、成果発表を実施 

   ＊口頭発表年、展示発表は卒業研究・創作で行う 

  ・成果発表のフィードバックを講師やインターンシップ先企業など自身がメンターとして設定した方からアドバイスを 

いただきながら最終のブラッシュアップする 

 
【評価方法】  

学業評価(平常授業応答、課題)70%   授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)30% 
 

主要教材図書  各自 

参考図書    特になし 

その他資料   特になし 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴 

個々の将来のキャリアの中で実施したいプロジェクトの立案を、ワークシートや点検を行い、作り上げる 
担当教員：川井佐江子 財団法人専修学校教育振興協会認定 専修学校教員資格取得 
一般社団法人 足と靴と健康協議会 シューフィッター（プライマリー）取得 
一般社団法人 足と靴と健康協議会 シューフィッター（幼児子ども）取得 
一般財団法人 日本教育推進財団監修 日本コミュニケーション能力認定協会 コミュニケーション能力検定 2級取得 
一般財団法人日本能力開発推進協会 JADP認定チャイルドコーチングアドバイザー取得 
 
記載者氏名 川井佐江子 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科４年 

科目名 グローバルマネジメントⅡ 

単  位 単位 

授業期間 （ ） 

担当教員(代表)： 共同担当者： 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

グローバルに活躍するファッションディレクターや総合職、バイヤー、エディター、プレス、ねっと活用などに

よる新たなビジネス提案や企業を目指す人材育成に必要な実践的知識及びマーチャンダイジングの意味と調達方

法などを具体的に理解する 

【授業計画】前期（各 1コマ） 

① 国内小売業について

国内の顧客との接点である小売業の種類、詳細を理解する

② ECとリアル店舗の連動について

ECとリアル店舗では別々の販売手法ではなく連動していることを理解する

③ 販売計画：SPA編

SPAにおける販売計画作成の仕方、商品の調達方法などを理解する 

④ 商品企画：SPA編

SPAにおける商品企画から生産指示まで具体的な業務を理解する 

⑤ 販売計画：アパレル（卸売業態）編

卸アパレルにおける販売計画作成の仕方、商品の調達方法などを理解する 

⑥ 商品企画：アパレル（卸売業態）編

卸アパレルにおける商品企画から生産指示まで具体的な業務を理解する

⑦ 販売計画：アパレル（OEM）編

OEMアパレルにおける販売計画作成の仕方、商品の調達方法などを理解する 

⑧ 商品企画：アパレル（OEM）編

OEMアパレルにおける商品企画から生産指示まで具体的な業務を理解する 

⑨ マーチャンダイジング生産依頼について

具体的に OEMアパレルに生産依頼を行う際の方法などを具体的に理解する

⑩ 販売促進計画について

お客様に「買っていただく」きっかけになる「販売促進」の意味、方法、時期などを理解する

⑪ ファッションマーチャンダイジング

ファッション業界のマーチャンダイジングとヴィジュアルマーチャンダイジングについて理解する

⑫ 販売計画、仕入れ計画、利益計画策定のための仮想店舗設定（グループワーク）

売上、コスト、利益の計画の作成方法を理解するための仮想店舗を策定

⑬ 販売計画、仕入れ計画、利益計画について（グループワーク）

店舗での具体的な売上、コスト、利益の計画の作成方法を理解する

⑭ 販売計画、仕入れ計画、利益計画の策定（グループワーク）

販売計画、仕入れ計画、利益計画の策定

⑮ 販売計画、仕入れ計画、利益計画の策定（グループワーク）

販売計画、仕入れ計画、利益計画の策定

⑯ 販売計画、仕入れ計画、利益計画の策定（グループワーク）

販売計画、仕入れ計画、利益計画の策定

⑰ 販売計画、仕入れ計画、利益計画の策定（グループワーク）

販売計画、仕入れ計画、利益計画の策定

⑱ 販売計画、仕入れ計画、利益計画の発表（グループワーク）

立案した計画の整合性を含めた確認を行う

⑲ マーチャンダイジング及びプロモ―ション（グループワーク）

販売計画、仕入れ計画、利益計画をもとに具体的に商品のマーチャンダイジングの組み立て方法を理解する

⑳ マーチャンダイジング実施（グループワーク）

商品企画の実施

㉑   マーチャンダイジング実施（グループワーク）

商品企画の実施

㉒   マーチャンダイジング実施（グループワーク）

商品企画の実施

  ㉓ マーチャンダイジング実施（グループワーク）

商品企画の実施

㉔   マーチャンダイジング実施（グループワーク）

商品企画の実施

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 



㉕   マーチャンダイジング発表（グループワーク）

実際に立案したマーチャンダイジングの計画のプレゼンテーション

㉖   マーチャンダイジング発表（グループワーク）

実際に立案したマーチャンダイジングの計画のプレゼンテーション

【評価方法】 

主要教材図書

参考図書 

その他資料 

記載者氏名  

授業の特徴と担当教員紹介 



  
 

 

科ｺｰﾄﾞ  RA4 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 プロモーション戦略 

単  位     2単位 

授業期間 （通年） 
  
担当教員(代表)： 石川 雄一朗 共同担当者：  

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

実践的な PR戦略立案に重点を置き、市場で即戦力として役に立つ多様な PR手法の知識と、ブランドの個性を効果的に 

伝える具体的な戦略策定能力を習得することを目標とします。実際のケース検討や個人・チームワークを通じて、変化の 

速いファッション業界で「使える」PRスキルを養います。 
  

【授業計画】 

【前期】ブランドの核作りと商品企画（全 13回 ） 

● ブランド構想・チーム編成 (4月): 

○ チーム結成、年間スケジュール共有。 

○ ブランド基本理論を学び、AI活用でブランド構想（名称、コンセプト、ターゲット等）。 

○ ブランド構想発表・フィードバック。商品企画の方向性決定（オリジナル/セレクト）。 
 

● 商品企画・発注準備 (4月下旬): 

○ オリジナル商品は生地選定、デザイン詳細検討、仕様書準備。 

○ セレクト商品は商品選定、発注準備。 
 

● サンプルチェック・価格決定・個人 PR (5月): 

○ 届いたサンプル（セレクト/オリジナル）の品質、デザイン確認、修正点の洗い出し。 

○ サンプルに基づき、上代・下代を決定。 

○ 個人課題：他ブランドの PR戦略立案。 
 

● スタイリング・PR戦略検討 (5月下旬-6月上旬): 

○ スタイリング講師による撮影準備指導。 

○ スタイリング作品を基に、チームで PR戦略を検討。 
 

● インプット・デザイン実践 (6月): 

○ 学外での体験学習（美術館、古着屋、生地屋等）。 

○ ブランドコンセプトに基づいた具体的なアイテムのデザインコンセプト立案。 

○ デザイン画・イメージボードの基礎、個別指導。 
 

● 中間発表・生産/セレクト準備 (7月): 

○ ブランド/デザインコンセプト、デザイン画等の個人発表とフィードバック。 

○ アパレル生産・セレクト戦略の基礎、生地選定、簡単な仕様書作成、サプライヤー/セレクト先選定の 

基礎。 

○ 夏休み課題：ブランドのサンプルイメージ具体化。 

【後期】市場への挑戦と評価（全 13回 + 短縮 2回） 

● 後期開始・価格設定 (9月-10月上旬): 

○ 夏休み課題（サンプルイメージ）共有。 

○ 市場調査（競合分析）に基づいた上代・下代設定の方法、理論と演習。 

○ サンプル評価（品質、コスト）と価格戦略の関連付け。価格設定の根拠を提出・フィードバック。 
 

● PR戦略立案・実践 (10月): 

○ PRの基礎（目的、ターゲット、手法等）を学ぶ。 

○ 多様な PR手法（SNS、イベント等）を学ぶ。 

○ 個人課題：異なる架空ブランドの PR戦略プラン作成、個別相談、中間発表（希望者）。 
 

● スタイリング・撮影実習 (11月): 

○ ブランドイメージを伝えるスタイリング・撮影の基礎。 

○ 自身のアイテムを用いたスタイリング＆撮影実習。 
 

● PR施策実行準備・効果測定・最終準備 (12月-1月上旬): 

○ 立案した PR戦略に基づき、実行可能な範囲で計画。効果測定（KPI）の基礎。PR施策実行レポート計画。 

○ 最終プレゼンテーション資料の構成検討、準備ガイダンス。 

○ プレゼンテーションリハーサル（希望者）。 

● 最終プレゼンテーション・評価 (1月): 

○ 1年間の成果として、アパレルブランド構想の最終プレゼンテーション。 

○ 教員からの評価、フィードバック。1年間の総括、相互評価。 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



【評価方法】  

各種課題の提出物、中間および最終プレゼンテーション、教員による最終評価、受講生同士の相互評価 

 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  

 2012 年 バンタンデザイン卒。フォトグラファーを経て、国内アパレルメーカーにて、MD,SNSマーケ中心に 10年間勤務 

 
記載者氏名  石川雄一朗 

 



文化服装学院教務部
２０２５年度　カリキュラム科目概要

科ｺｰﾄﾞ RA4 科  名 単　　位
　

2 単位

科目ｺｰﾄ 科目名 授業時間

方法 コマ数 方法 コマ数

講義 1

講義 1

講義 1

講義 1

実習 1

実習 1

講義 1

講義 1

講義 1

講義 1

講義 1

講義 1

講義 1

テスト 1

ECサイト構築について（総論） 実習 1

ECサイト構築について（総論） 実習 1

プログラミング(総論）　 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

プログラミング実習） 実習 1

ファッション流通高度専門士科

デジタルMK演習

担当教員（代表）：城・幸村・山田 共同担当者：

【授業概要、到達目標・レベル設定】
中小企業のWEB担当者として、ECサイトのディレクション、サイト運用ができるようになる。

【授業計画】
テーマ：インターネットビジネスの概要・CMSの機能について・HTML、CSSの実務運用
手法：講義聴講・実習（ECサイト作成）・テスト

テーマテーマ
自己紹介

インターネットビジネスの概要
インターネットビジネスの概要

必要な機能の洗い出し
BASEサイト作成実習

BASEサイト作成実習(発表)
クラウドファウンディング
クラウドファウンディング
クラウドファウンディング

コンテンツ制作総論
コンテンツ制作(UI/コンテンツ)

コンテンツ制作実習
コンテンツ制作実習

テスト



テスト（CPページ作成） テスト 1

記載者氏名：城

その他資料

授業の特徴と担当教員紹介

【評価方法】

主要教材図書
参考図書



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  RA4 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 ファッションロー 

単  位 1 単位 

授業期間 （前期） 
 
担当教員(代表)：近藤 泰祐 共同担当者： 中内康裕、齋藤由佳 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッションビジネスに関連する法律について知的財産制度を中心に概略を紹介する。将来ファッションビジネスに携わる

際の法的問題に“気づき”を得、自身の MBPにその気づきを反映できることを目標とする。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

テーマ 方法 コマ数 

MBPのショートプレゼン プレゼンテーション ２ 

ファッションローとは 講義 １ 

知的財産権法 講義 ３ 

契約・契約交渉 講義・グループワーク ２ 

MBPとファッションロー 講義・グループワーク ４ 

ファッションローを組み込んだ MBP発表 プレゼンテーション・フィードバック ３ 
 

 
【評価方法】 

成績は①出席点、②テスト、③最終プレゼンでつけます 

①出席点は欠席なしが 70点満点、欠席 1回について 5点減点 

②テストは中間と期末の 2回 それぞれ 15点満点→講義の理解度を測ります 

③最終プレゼンの満点は 10点→MBPのプレゼンにどれくらいファッションローが反映できているかを測ります 

S＝90点以上 A＝89点～80点 B＝79～70点 C＝69～60点 F＝60点未満 

 

主要教材図書  特になし 

参考図書    知的財産管理技能検定３級公式テキスト（改訂 15版） 

その他資料   必要に応じて配布 
 

授業の特徴と担当教員紹介  
 「ファッション×法律」ファッションビジネスに関連のある法律を知的財産法を中心に学び、MBPにも反映する。 

中内康裕（弁護士）、齋藤由佳（弁護士）、近藤泰祐（MBA・知的財産研究教育財団事業部長） 

 
記載者氏名   
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科ｺｰﾄﾞ RA 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 

科目名 ファイナンス 

単  位 １単位 

授業期間 （前期） 

担当教員(代表)： 高千穂香織 共同担当者： 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

MBP の収支構造を数値で説明し、経営判断に活用できる力を養う。  

自己資金・借入・補助金の資金調達法を理解し、選択できるようにする。 

黒字倒産や VC 出資など実例を通して、資金運用の現実的視点を培う。 

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

実践で学ぶ資金調達の基礎（全 15 コマ） 

・3 つの資金調達手法を深掘りする

① ：自己資金の確保とその意義

② ：金融機関からの借入の基本

③ ：補助金・助成金の仕組みと活用

・資金運用にまつわるリアルを知る

① 黒字倒産の実例と資金繰りの重要性

② 具体的な相談先の存在や施策の活用

・学習方法・スタイル

講義で理論を学び、演習と個別リサーチで実践力を育成 

グループワークを通じて意見を交換し、多角的な視点を獲得 

起業経験者をゲストスピーカーに迎え、対談形式で現場の知見を吸収 

・他科目との連携・学びの定着

「マイビジネスプロジェクト（MBP）」における損益計画・資金調達計画と連動 

数字を根拠にビジネスを語り、自分の言葉で計画を説明できる力を養成 

【評価方法】 
    出席 20％、講義レポート 30%、期末レポート 50％ 

主要教材図書 とくになし

参考図書

その他資料 classroom にてスライドを共有 

授業の特徴と担当教員紹介 
MBP に活かせる実践的な知識を厳選し解説。中小企業診断士であり創業支援の専門家が制度や実例を交え、卒業後も役立つ
知識と情報収集力を育てます。 

記載者氏名  

文化服装学院教務部

２０２５年度 カリキュラム科目概要 

高千穂香織



文化服装学院教務部
２０２５年度　カリキュラム科目概要

科ｺｰﾄﾞ RA 科  名 単　　位  2  単位

科目ｺｰﾄ 科目名 授業時間 前・後期

方法 コマ数

座学 2

座学、一部課外授
業

10

座学 11

座学、一部ディス
カッション

6

記載者氏名：安武俊宏

BEAMSのコンテンツ事例紹介
（BEAMS AT HOME、百名品、気候コンテンツ、他者推奨コンテンツ、Ray BEAMS、
BEAMS SALON、プレス内覧会）

アパレル各社、異業種のコンテンツ事例紹介
（SNS、SEO対策、分析、EC、インフルエンサー、サステナビリティ、キャンペーン、コ
ミュニティ形成）

コンテンツマーケティング戦略の実践
（リサーチ、資料作成、プレゼンテーション）

ファッション流通高度専門士科

コンテンツマーケティング

担当教員（代表）：安武俊宏 共同担当者：

【授業概要、到達目標・レベル設定】
ファッション業界でのコンテンツマーケティングの役割とその戦略を理解し、ブランドの認知度向上や顧客との関係構築
における実践的なスキルを習得する。また、マイビジネスプロジェクトでのコンテンツ制作に活かす。
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要
コマ数、
他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先

テーマ

コンテンツマーケティングの必要性理解と、講師の特徴紹介

【評価方法】
資料提出とプレゼンテーション。リサーチ能力を高め、コンテンツプランニングの精度やそれを通す為のプレゼンテー
ションを評価方法とする。

主要教材図書
参考図書
その他資料

授業の特徴と担当教員紹介・セレクトショップBEAMSにてプレス歴12年、オウンドメディア歴1年。計13年で様々なコンテ



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  RA4 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度流通専門士科 4年 

科目名 次世代ファッションビジネス 

単  位    ２単位 

授業期間 （ 通年 ） 
 
担当教員(代表)： 仲田 朝彦 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

◼概要 

① ファッション×テクノロジーに関しての学習 

② 最先端技術の NEWSを毎回学習 
 

◼到達目標 
① 情報収集力：ファッション×テクノロジー領域の情報収集を日頃から最新情報を収集出来る状態 
② 思考力：世の中の先端技術を掛け合わせ、独自の発想を生み出す思考が出来る状態 
③ 事業力：ビジネスモデルやマネタイズ方法の最低限を立案出来る状態 
 
  

【授業計画】 

 

① ファッション×テクノロジーに関しての学習 

アパレル小売り事業は年々厳しい市場環境となってきており、在庫リスクから伴う倒産や、売れる MDを 

生産することでのデザインの同質化など、アパレル産業全般に未来の危機が訪れていると考えます。 

本授業では、アパレルの持つ在庫課題の解決方法と、新しいファッションを生み出すための新スキームとして、 

テクノロジーを活用したファッションビジネスに関して学習を行う。 

 

② 世界の最先端技術を毎回紹介討論学習 

日々最先端技術が更新されていく本領域では、最新情報の収集と思考・対応が重要になるため、 

各回の授業で直近２週間で発表された最先端の技術を毎回紹介・討論も実施していく。 

 

    ◼主な授業内容 

   ・メタバース 

    ・AR/空間コンピューティング 

 ・デジタルファッション 

・バーチャルヒューマン 

    ・生成 AI 

    ・マーケティング 

  ・プレゼンテーションスキル 

 
 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢３０％ 

 

主要教材図書 なし 

参考図書   なし 

その他資料  なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  

アパレル小売業でデジタル新規事業の立ち上げ運営を行う非常勤講師が担当 

 
記載者氏名  仲田 朝彦 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

科ｺｰﾄﾞ  13054 

科目ｺｰﾄﾞ 405400 

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 サステナブルファッション 

単  位      1 単位 

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：高見澤ふみ 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

サステナブルファッションとはどのようなことなのかという基本的な内容を理解させる。その現状を把握するとともに、社

会として、個人として実現可能な方法を考える。また「ファッション・装い」とはどのような意味があるのかを、健常者・

障がい者・高齢者という枠ではなくインクルーシブな視点で捉え、人体の経年変化に伴う形態機能障害や先天的、あるいは

後天的障害における身体機能の変化も踏まえ理解させる。クオリティオブライフの向上に通じるサステナブルファッション

について考える。 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

オリエンテーション（講義内容の説明） 講義 1 

サステナブルファッションとは 講義 1 

ファッション産業と環境問題 講義 1 

サステナブルファッションに向けた取り組み① 新素材開発、リサイクル素材の開発 講義 1 

サステナブルファッションに向けた取り組み② 企業の取り組み 講義 1 

サステナブルファッションに向けた取り組み③④ 演習 2 

サステナブルファッションのメリット・デメリット 演習 1 

個人で実践できるサステナブルファッションについて 演習 1 

ユニバーサルとバリアフリー 講義 1 

機能障害とファッション（車いすユーザー、下肢装具利用者、上肢離断者ほか） 講義 1 

ユニバーサルとバリアフリー 市場調査（校外授業） 演習 1 

ユニバーサルとバリアフリー 市場調査プレゼンテーション 演習 1 

経年変化とファッション（計測体験） 講義・演習 1 

 
【評価方法】  

学業評価：プレゼンテーション…40％、レポート…30％、平常点…10％  授業姿勢：出欠状況…20％ 

 
主要教材図書 なし 

参考図書 なし 

その他資料 なし 
 

 

記載者氏名 高見澤ふみ 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴：健常者、障がい者、高齢者という枠にとらわれずインクルーシブな視点で物事を考える  
担当教員紹介：文化女子大学（現文化学園大学）卒、文化・服装形態機能研究所副所長兼務  
衣服製作に関わる計測などを専門とし、外部企業や他大学との共同研究やボディ・商品開発などを行う。2011年より 
障がい者衣料の研究を継続。NHK E ﾃﾚ「バリバラ」のバリアフリーファッションショーにも参加。（2015～17年） 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ RA4  

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 現代社会とファッション 

単  位     2 単位 

授業期間   （通年） 
 
担当教員(代表)：五野井郁夫 共同担当者：  

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

歴史、構成、配色や市場のトレンド、さらにファッションをとりまく政治・経済・文化・社会全体のグローバ

ルな流行の操作を分析し、ファション・プロモーションに不可欠な知識を会得することを目的とする。  
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

社会における美の変遷 1 シャネル・ヴィオネ 講義演習 2 ポップアート、スペース・エイジ 講義演習 2 

社会における美の変遷 2 1968年以降 講義演習 2 サマー・オブ・ラブ 講義演習 2 

社会における美の変遷 3 黒の衝撃以降 講義演習 2 アンチデザイン、ミニマリズム 講義演習 2 

身体性と音楽、アイコンの歴史 講義演習 2 ハイテク、ストリート 講義演習 2 

美とモードの分類 講義演習 2 ランドアート、自然美 講義演習 2 

ジェンダーとファッション 講義演習 2 ブルータリズム 講義演習 2 

レイシズムとファッション 講義演習 2 ポストモダニズム 講義演習 2 

近代デザイン史の概観 講義演習 2 アンビルド 講義演習 2 

アーツアンドクラフツ、審美主義 講義演習 2 シミュレーショニズム以降再考 講義演習 2 

アール・ヌーヴォーとその源泉 講義演習 2 ヤングブリティッシュアーティスト 講義演習 2 

ユーゲントシュティール、分離派 講義演習 2 スーパーフラット以後再考 講義演習 2 

デスティル、バウハウス、構成主義 講義演習 2 ソーシャリーエンゲージドアート再考 講義演習 2 

未来派、アールデコ、ダダイズム 講義演習 2 ロマンティック・ミニマリズム 講義演習 2 

シュールレアリズムとその後 講義演習 2 美とユーザビリティ 講義演習 2 

インターナショナルスタイル、ビートニク 講義演習 2 全体のまとめと講評 講義演習 2 

 
【評価方法】  

毎回のプレゼンテーションと課題提出 100% 
 
主要教材図書 藤田結子、成実弘至、辻泉『ファッションで社会学する』有斐閣 2017年、多木浩二『ベンヤミン「複製技術

時代の芸術作品」精読』岩波現代文庫 2001年 

参考図書 アーサー・ダントー『ありふれたものの変容 芸術の哲学』慶応義塾大学出版会 2017年、椹木野衣著『後美術論』
美術出版社 2015年、ミシェル・フーコー『知への意志 (性の歴史)』 新潮社 2001年 

その他資料  
 

 

記載者氏名 五野井郁夫 
 

授業の特徴と担当教員紹介     スライド、映像による解説、アトリエ式の学生参加型演習を行う。 
 『ELLE ジャポン』や『文藝』等にファッション批評を多く手がけ、ファッション通信などでも定期的にアドバイスを 

行っている。『現代用語の基礎知識』の新語・流行語の選評と執筆も手がけている。 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ RA4 

科目ｺｰﾄﾞ 903600 

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 国際政治学 

単  位 2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)： 五野井 郁夫 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

世界政治の学習を通じて国際関係の基礎を理解することにより、グローバルなファッション流通の基本と 

なる国際政治・国際政治経済にかんする必須の思考の基礎体力をつくることを目的とする。 

 
  

【授業計画】 

 

テーマ 

１． 世界政治とは何か 

２． 世界政治の中の日本 

３． 国際社会と国際秩序 

４． 国際法 

５． 安全保障１ 古典的安全保障 

６． 安全保障２ ゲーム理論 核抑止 

７． 安全保障３ 人間の安全保障 

８． 植民地主義 南北問題 

９． 国際政治経済 

１０． 地域統合 

１１． 世界政治の担い手：多国籍企業 NGO 市民社会 

１２． 人権と開発、ジェンダー：SDGs、CSR、国連グローバルコンパクト 

１３． エコロジーと人新世 

１４． サイバースペースと国際政治 

 

 
【評価方法】 

実技 10％、課題 50％、プレゼンテーション 40％ 
 

主要教材図書  中西他『国際政治学』有斐閣         

参考図書      なし 

その他資料    なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 

 

記載者氏名 五野井郁夫 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ RB2 

RA1234 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 Ⅰ部 ファッション流通科 2年      

ファッション流通高度専門士科 

科目名 ソーイング a 

単  位   1単位 

授業期間 前期 

 
担当教員(代表)：中野 麗子  共同担当者：  
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

各自のコーディネートにプラスすることでより効果的に表現できるアイテム（つけ衿・リメイク）を 2点制作

する。各自のデザインに応じた制作方法を指導、理解させる。  

 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

コマ 内 容 

1 導入、デザイン相談（つけ衿） 

2 デザイン決定、裁断、解体 

3 点検・実習 

4 点検・実習 

5 点検・実習・提出 

6 導入、デザイン相談（リメイク） 

7 デザイン決定、裁断、解体 

8 裁断、解体 

9 点検・実習 

10 点検・実習 

11 点検・実習 

12 点検・実習・提出 

13 制作物を用いたスタイリング撮影実習（発表会） 

 

【評価方法】 

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 評価基準：学業評価 70％ 授業態度 30％ 
 
主要教材図書  
文化ファッション大系 ファッション流通講座 コーディネートテクニック アクセサリー編                  

参考図書  

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介 

実習を伴うアパレル造形科目 
文化服装学院専任講師担当 

 

記載者氏名 中野 麗子 
  

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 

 

科ｺｰﾄﾞ RB2 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通科 2年 

ファッション流通高度専門士科 1年～4年共通自由選択 

科目名 選択帽子（布帛） 

単  位    １単位 

授業期間 前期 

 
 
担当教員(代表)：德滿 真紀 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

  布帛による基本的な帽子を製作し、知識と技術を取得する。 

発表会を行うことにより、帽子を使用したアクセサリーコーデネートを行う。 
  

【授業計画】 
 

 

Ⅰ．帽子の一般知識導入…（講義・実習）1コマ 

  １歴史・名称・素材・用具・かぶり方・マナー 

  ２自分のヘットサイズの測り方を学び、採寸 

 

Ⅱ．ベレー帽・バゲット製作…（講義・実習）5コマ 

  ベレー帽・バゲッドの構造を理解する 

１パターン製作 

２裁断・印つけ・本縫い 

 

 Ⅲ．自由作品製作（ベレー・バゲット・ヘッドアクセサリー）…（講義・実習）6コマ 

   各自製作の帽子の構造を理解する 

１パターン製作 

２裁断・印つけ・本縫い 

 

 Ⅳ．作品提出 

   製作した作品に合わせトータルコーディネートし、写真撮影したものを課題として提出 

 
【評価方法】 1 S・A・B・C・F評価  

 2 評価基準…学業評価 50％ 授業姿勢 50％  

 
主要教材図書 文化ファッション大系 ファッション流通講座③コーディネートテクニックアクセサリー編 文化服装学院編 

学校法人文化学園 文化出版局                 
参考図書   文化ファッション大系 ファッション流通講座③コーディネートテクニック演出編Ⅰ 文化服装学院編 
       学校法人文化学園 文化出版局 

その他資料  なし 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴  布帛の帽子に関するパターン作りと縫製方法を身につける。 
担当教員紹介  
 
記載者氏名  夏目 幸恵 
  
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 

 

文化服装学院教務部 



 
        

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名  

科目名 映画から見るファッション 

単  位       1  単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：関根 麻里恵 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

授業概要：ファッションを伝えるメディア（媒体）の一つとして映画を捉え、映画のなかのファッションが時代によってどの

ような役割を担っていたかを学ぶ。具体的には、スターがスター足らしめた時代（1910-60年代）と「ニュー・シネマ」以降

（1960年代後半-現在）と大きく二つに分け、①映画の技術の発展（サイレントからトーキー、モノクロからカラーなど）と

衣装の見せ方の関係性、②映画のなかの俳優とファッションの関係性、③そこに描き出されていた理想の男らしさ・女らし

さ、④当時の社会との関係、⑤観客の眼差しの変遷について、特筆すべき映画の具体例を交えながら検討していく。 

到達目標：映画のなかのファッションが時代によってどのような役割を担っていたかを理解し、ファッションの魅力を人に伝

えられるように言語化（＝レポート提出）することを目標とする。 

レベル設定：映画を定期的に鑑賞していて、映画とファッションの関係やジェンダーに興味があり、なおかつそれを知ろうと

する向上心のある学生が好ましい。 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

第 1回 イントロダクション 講義 1 

第 2回 映画・ファッション・ジェンダーの関係 講義 1 

第 3回 1910年代-1920年代：サイレント時代 講義 1 

第 4回 1930年代-1940年代：ハリウッド映画黄金時代 講義 1 

第 5回 映画作品鑑賞① 講義 1 

第 6回 1950年代-1960年代前半：娯楽大作主義時代 講義 1 

第 7回 1960年代後半-1970年代前半：アメリカン・ニューシネマ、パニック映画時代 講義 1 

第 8回 映画作品鑑賞② 講義 1 

第 9回 1970年代後半-1990年代前半：ニュー・アメリカン・ドリーム、ビデオ時代 講義 1 

第 10回 1990年代後半-：CG時代 講義 1 

第 11回 映画作品鑑賞③ 講義 1 

第 12回 2000年代-2010年代：災害と映画、フィルムからデジタル、そしてインターネットへ 講義 1 

第 13回 まとめ 講義 1 
 
【評価方法】  

S〜C・F評価。出席（40％）＋コメントシート（10％）＋レポート（50％） 

 
主要教材図書 なし              

参考図書 
川本恵子『新装版 魅惑という名の衣裳―ハリウッド・コスチュームデザイナー史』株式会社キネマ旬報社、2009年。 
村山匡一郎編『映画史を学ぶ クリティカル・ワーズ【新装増補版】』フィルムアート社、2013年。 

その他資料 適宜配布 
 
授業の特徴と担当教員紹介   
授業の特徴 ：ファッションも映画も、その当時の社会的背景や技術に影響をうけて発展・衰退・進化をしているメディアで 

あることを、歴史を踏まえながら理解することで、ファッション、映画双方への理解を深めることができる。 
担当教員紹介：専門は表象文化、ジェンダー・セクシュアリティ、文化社会学。ファッション批評誌『vanitas』（アダチプレ

ス、2013年）のほか、『ユリイカ』『現代思想』などに寄稿。共著に『「百合映画」完全ガイド』（星海社、
2020年）、『クリティカル・ワード ファッションスタディーズ――私と社会と衣服の関係』（フィルムアート
社、2022年）、『ポストヒューマン・スタディーズへの招待――身体とフェミニズムをめぐる 11の視点』（堀
之内出版、2022年）、『ゆさぶるカルチュラル・スタディーズ』（北樹出版、2023年）、『ウィメンズ・ムービ
ー・ブレックファスト』（フィルムアート社、2024年）、共訳に『ファッションと哲学』（フィルムアート社、
2018年）がある。（2025年 5月現在） 

 
記載者氏名 関根麻里恵 
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 造形選択 a 

単  位 1 単位  

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：高橋優 共同担当者：中野麗子 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

➀パーカーの製作を通じて、ニット素材の製品構造を理解する。 

➁パターン展開（丈の調整や切り開き）方法を習得する。 

③３・４年次にて取り組む《マイビジネスプロジェクト》において、自身のビジネス企画に活用する。 
  
【授業計画】 

カットソ―トップス製作（パーカー） 

回数 内容 学生準備物 

１ 科目概要説明／サイズ希望調査／デザイン相談  

２ パターン修正／パターンカット パターン／ハサミ／カッター 

３ マーキング／生地裁断 裁縫セット／生地 

４ マーキング／生地裁断／テープ貼り 裁縫セット／ロックミシン 

５ 縫製➀ 肩線を縫う／ポケット作り 裁縫セット／ミシン 

６ 縫製➁ ポケット付け／フード作り 裁縫セット／ミシン 

７ 縫製③ フード付け 裁縫セット／ミシン 

８ 縫製③ 袖をつける 裁縫セット／ミシン 

９ 縫製④ 袖下線・脇線を縫う 裁縫セット／ミシン 

１０ 縫製⑤ リブを作る／裾リブをつける 裁縫セット／ミシン 

１１ 縫製⑥ 袖口リブをつける 裁縫セット／ミシン 

１２ 縫製⑦ 装飾アレンジ１ 裁縫セット／ミシン 

１３ 縫製⑧ 装飾アレンジ２ 裁縫セット／ミシン 

１４ 縫製⑨ 装飾アレンジ３／仕上げアイロン 裁縫セット／ミシン 

１５ 発表会／提出 裁縫セット 
 
【評価方法】  

 作品課題50％ 授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)50% 

 
主要教材図書 アパレル商品構成教科書 

参考図書   特になし 

その他資料 
備考 
・パターン印刷代／ロック糸代／接着テープ代として¥1,000-円程度、1回目の授業にて集めます。 
・生地代／ボタン代は学生負担となります。 
 
授業の特徴と担当教員紹介 

 
 

 

記載者氏名 高橋 優 

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 
文化服装学院教務部 

 



 

 
    

科ｺｰﾄﾞ RA 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名ファッション流通高度専門士科 2・3・4年 

科目名 造形選択 b（スカート） 

単  位 1単位  

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：中野 麗子  共同担当者：高橋 優 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

① スカート製作を通じて、スカートの製品構造を理解する。 

② パターン展開（丈の調整や切り開き）方法を習得する。 

③ ３・４年次にて取り組む《マイビジネスプロジェクト》において、自身のビジネス企画のサンプル計画・ 

縫製に活用する。 
  

【授業計画】スカート製作 

回数 内容 学生準備物 

１ 科目概要説明／デザイン相談／パターン修正 方眼定規 

２ パターン修正／パターンカット パターン／ハサミ／カッター 

３ マーキング／生地裁断 裁縫セット／生地 

４ マーキング／生地裁断／ 裁縫セット／ロックミシン 

５ 縫製➀ テープはり／ロックミシン 裁縫セット／ミシン 

６ 縫製➁ コンシールファスナー１ 裁縫セット／ミシン 

７ 縫製③ コンシールファスナー２ 裁縫セット／ミシン 

８ 縫製③ 脇 裁縫セット／ミシン 

９ 縫製④ ベルト作り／ベルトつけ 裁縫セット／ミシン 

１０ 縫製⑤ ベルトつけ／カギホック 裁縫セット／ミシン 

１１ 縫製⑥ 裾上げ 裁縫セット／ミシン 

１２ 縫製⑦ 装飾アレンジ 裁縫セット／ミシン 

１３ 縫製⑦ 装飾アレンジ 裁縫セット／ミシン 

１４ 仕上げアイロン 裁縫セット／ミシン 

１５ 完成 提出 発表会 提出カード 

 
【評価方法】  

 作品課題 50％ 授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)50% 
 

主要教材図書 アパレル商品構成教科書 

参考図書   特になし 

その他資料 
備考 
・パターン印刷代／ロック糸代／接着テープ代として¥1,000-円程度、1回目の授業にて集めます。 
・生地代は学生負担となります。 
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 

 
記載者氏名 中野 麗子 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
    

科ｺｰﾄﾞ RA 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名ファッション流通高度専門士科 2・3・4年 

科目名 造形選択ｃ（ファッション小物） 

単  位 1 単位  

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：中野 麗子  共同担当者：高橋 優 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

① ファッション小物（バッグ）製作を通じて製品構造を理解する。 

② ３・４年次にて取り組む《マイビジネスプロジェクト》において、自身のビジネス企画のサンプル計画・縫

製に活用する。 
  

【授業計画】ファッション小物製作 

回数 内容 学生準備物 

１ 科目概要説明／デザイン相談／パターンカット 方眼定規／ハサミ 

２ マーキング／生地裁断 パターン／ハサミ／カッター 

３ 生地裁断 裁縫セット／生地 

４ 芯貼り 裁縫セット／ロックミシン 

５ 縫製➀ ポケット作り１ 裁縫セット／ミシン 

６ 縫製➁ ポケット作り２ 裁縫セット／ミシン 

７ 縫製③ ポケット付け 裁縫セット／ミシン 

８ 縫製③ 見返し付け 裁縫セット／ミシン 

９ 縫製④ 胴脇 裁縫セット／ミシン 

１０ 縫製⑤ 曲げまち／手ひも 裁縫セット／ミシン 

１１ 縫製⑥ 手紐つけ 裁縫セット／ミシン 

１２ 縫製⑦ 装飾アレンジ／かぶせ 裁縫セット／ミシン 

１３ 縫製⑦ 装飾アレンジ 裁縫セット／ミシン 

１４ 仕上げアイロン 裁縫セット／ミシン 

１５ 完成 提出 発表会 提出カード 

 
【評価方法】  

 作品課題 50％ 授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)50% 
 
主要教材図書 特になし 

参考図書   特になし 

その他資料 
備考 
・パターン印刷代／ロック糸代／芯代として¥1,000-円程度、1回目の授業にて集めます。 
・生地代は学生負担となります。 
 
授業の特徴と担当職員紹介 
 
 

 
記載者氏名 中野 麗子 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 オーラルトレーニング g/h  (自由選択) 

単  位   各 1単位  

授業期間 （ 集中 ） 
 
担当教員(代表)：川井佐江子 共同担当者： 合同会社 DMM.com 

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

第二外国語学習（英語）に対する単位認定。 

各自のレベルに合わせた学習を集中・継続して行うことにより、発音や表現の向上を目指す。 

 
【授業計画】 

 

 

・単位語学留学 g/h 各１単位取得 

・1単位当たり 40回（1回 25分）の学習をもって 1単位の認定とする 

・合同会社 DMM.comのオンライン英会話学習教材を使用 

・レベルに合わせた目標を設定し、実習 

・終了後は受講証明書を発行し、提出 

・上記証明書と共に成果報告書を作成し提出することで単位認定 

 
【評価方法】  

40回受講し、修了書発行に対し単位付与 

 

主要教材図書              

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
     

 
記載者氏名  川井佐江子 

 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 インターンシップ e/f (自由選択) 

単  位  各 1単位 

授業期間 （ 集中 ） 
 
担当教員(代表)：川井 佐江子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

社会に出てからのキャリア向上に向けた実務体験をする。 

各自それぞれの能力に合わせて設定できる自由選択とする。 

  
【授業計画】 

 

 

・インターンシップ e/f 各１単位取得 

・主に就職内定先や、各自のキャリア向上のために学生自身がインターンシップ先を開拓する。 

・インターンシップ先の業務内容と各自のキャリア設計に合わせた目標を設定し、実習を行う。 

・インターンシップ先の指導責任者の方にフィードバックをいただく。 

・研修中のレポートは定期的に点検を行い、終了後は成果報告書を作成し提出することで単位認定とする。 

 

 

 
【評価方法】  

出席状況、実習内容のフィードバック、レポートと成果報告書を基に評価を行う。 

 

主要教材図書  なし            

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
     

 
記載者氏名  川井佐江子 

 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 コラボレーション g/h（自由選択） 

単  位    各 1 単位 

授業期間 集中 
 
担当教員(代表)：川井佐江子 共同担当者：ファッション流通高度専門士科１〜3 年担任 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

リサーチから企画立案、発表を通し、共感を呼ぶ価値の創造とコミュニケーションを学ぶ。また企業とのコラ

ボレーションによる実践的学びと実務家からの評価いただくことで、業界におけるビジネスの現状を知る。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 
 
 
 

・企業とのコラボレーションにより、リサーチから企画の種を探し、提供価値をコンセプトとして表現し、 

コンセプトを具現化していくプロセスを学ぶ。 

 

・グループワークを行うことで、コミュニケーション力やリーダーシップ、チームビルディングを体験し、 

上級ではマネジメント力を身に付ける機会とする。 

 

 
【評価方法】  

  出欠、課題、グループワーク、発表、レポート 

 
 

主要教材図書    

参考図書    

その他資料   
 
授業の特徴と担当教員紹介 
 
 

 

記載者氏名  川井佐江子 
 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  RA4 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 ビジネス英語 ⅡA 

単  位         3単位 

授業期間     通年 
 
担当教員(代表)ヴォーン・アリソン 共同担当者： 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

1. To feel confident in using English in a variety of business situations.  

2. To be exposed to a variety of business English phrases. This year, with the implementation of the DMM Eikaiwa 
program, students' talk time will increase dramatically, which will help achieve the above goals. 

 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

Course Description 
演習 1 

Reflexive Pronouns / Describing People’s Actions 
演習 1 

Presentation Strategy 
演習 1 

REVIEW 
演習 1 

Answering the Phone 
演習 1 

Comparative Adverbs / Ongoing Activities / 

Results / Quiz 
演習 2 

Designers Known Worldwide 
演習 1 

Expressing Past & Future Ability / Preparation 

Speaking Presentations Part 1 
演習 2 

Warming Up Exercise 
演習 1 

Expressing Past & Future Obligations Preparation 

Speaking Presentations Part 2 
演習 2 

My Life Plans 
演習 1 

Be Able to / Too + Adjective / Giving Excuses 
演習 2 

Review of Tenses: Simple Present & Present 

Continuous Tense / Friendship 
演習 2 

Must / Mustn’t / Medical Advice 
演習 2 

Countable & Uncountable Nouns / Food / Clothing / 

Household Items 
演習 2 

Should / Shouldn’t / Getting Around Hospitals / 

Quiz 
演習 2 

Imperatives / Ordering in Restaurants 
演習 2 

Illnesses / Health / Nutrition 
演習 2 

Time Expressions / Numbers in the Fashion World 

( Prices / Bargains / Second Hand Discounts ) 
演習 1 

Making Plans For The Future 
演習 2 

REVIEW 
演習 1 

Basic Telephone English 
演習 2 

Comparisons / Expressing Opinions Quiz 
演習 2 

Group Presentations 
演習 1 

Superlatives Evaluating Fashion Brands 
演習 2 

Final Examination 
演習 1 

Imperatives / Directions & Getting Around Your 

Communities 
演習 2 

 
  

 
【評価方法】  

  授業参加度（25%） DMM英会話履修状況（25%） プレゼンテーション（25%） プロジェクト（25%） 
 
主要教材図書  Discussion Strategies  
        English in 30 seconds 

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 ヴォーン・アリソン 
 

授業の特徴と担当教員紹介    
オンライン英会話である DMM 英会話を導入し、受講者の発話の機会を増やす 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  RA4 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 ビジネス英語 ⅡB 

単  位         3単位 

授業期間     通年 
 
担当教員(代表)：三村 典召 共同担当者： 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

高校までの英文法を 4技能全ての側面から復習し、ビジネスの様々なシチュエーションを想定したアクティビ 

ティーで運用練習を行う。ファッションを専攻している学生を対象としているため、ファッション関連の語彙・

表現を増やすことにも重点を置いたプログラムとしている。過年度に行ったプレイスメントテストの結果に基づ

いたクラス編成とし、各学生のレベルに合わせて進度を調整する。 
 
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

コース概要説明 演習 1 世界の諸問題 演習 1 

プレゼンテーション・ストラテジー（1） 演習 1 接客フレーズ（3） 演習 1 

接客フレーズ（1） 演習 1 ファッションデザイナーと格言 演習 1 

著名デザイナー 演習 1 ビジネスレター＆メール（1） 演習 1 

和製英語 演習 1 ビジネスレター＆メール（2） 演習 1 

接頭辞と意味 演習 1 新聞＆ニュース 演習 1 

電話応対 演習 1 Youtube企画立案 演習 1 

店内案内 演習 1 仮装とコスチューム 演習 1 

"中間プレゼン ”My Life Plan”" 演習 1 文法（3）関係詞 演習 1 

文法(1) 時制の一致 演習 1 ファッションショーと授賞式 演習 1 

求人票 演習 1 店内ポップと企業スローガン 演習 1 

"英文履歴書/ジョブインタビュー" 演習 1 接客フレーズ（4） 演習 1 

接客フレーズ（2） 演習 1 ホームページ ＆ SNS 演習 1 

シャドーイング 演習 1 文法（4）直接話法と間接話法 演習 1 

文法（2）接続詞 演習 1 ファッション誌 演習 1 

学期末プレゼン 準備（1） 演習 1 学年末プレゼン準備（1） 演習 1 

学期末プレゼン 準備（2） 演習 1 新年の抱負 演習 1 

"学期末プレゼン"My Favorite DMM Instructor" 演習 1 学年末プレゼン準備（2） 演習 1 

前期まとめ 演習 1 学年末プレゼン準備（3） 演習 1 

プレゼンテーション・ストラテジー（2） 演習 1 学年末プレゼン "マイビジネスプロジェクト" 演習 1 

スキミングとスキャニング 演習 1 後期まとめ 演習 1 
 
【評価方法】  

  授業参加度（25%） 小テスト（25%） DMM英会話履修状況（25%） 学期末プレゼンテーション（25%）  

 

主要教材図書  適宜プリントを配布する。 

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 三村 典召 
 

授業の特徴と担当教員紹介   
  コミュニケーション力を養うため可能な限りペアワーク・グループワークの機会を設ける 
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科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 特別講義Ⅳ 

単  位   ２単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：川井佐江子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッションを広く捉え、グローバルに活躍する人材から社会の現状やビジネスの難しさ、楽しさを学び、幅広い視野を

持ち、キャリアを積み上げていく柔軟な発想へつなげていくことを目標とする。 

 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

      

 

現在アパレル業界やファッション関連業界で活躍している方の実務経験を中心に講義いただく 

     ・4学年合同特別プログラム 

     ・美術館見学 

     ・インバウンドの現状リサーチ（市場調査） 

     ・ファッションとITの可能性 

     ・商品価値と価格のバランス（作品制作） 

     ・SNSの活用法～インサイト分析～ 

     ・SNSの活用法～プレス業務の理解〜 

     ・世界の環境保全 

     ・世界のドネーション 

     ・投資＆資産運用 

     ・サーキュラービジネス 

                           他 

 
【評価方法】  

履修認定(Ｐ表示) 学業姿勢・出欠状況を基に履修認定の是非を決定する 

 
主要教材図書 特になし 

参考図書   特になし 

その他資料  特になし 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴 

現在アパレル業界やファッション関連業界で活躍している方の実務経験を中心に講義いただく 
  
担当教員紹介 
 コレボレーション企業や卒業生を中心に、毎回講師を依頼し実施 

 

記載者氏名 川井佐江子 
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科ｺｰﾄﾞ RA4 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 ファッション流通高度専門士科 4年 

科目名 卒業研究・創作 

単  位 4単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)：川井佐江子 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

マイビジネスプロジェクトの実習として、現状調査から核となるコンセプトの設定をし、その具現化として具体的施策を 

立案していく。発表・展示をした後、講師や関連企業のフィードバックを受け、レポートとしてまとめ、将来のキャリアに

つなげるものとする。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

１、情報収集→企画のタネを探す 

・興味の対象を探し、足を運び、見て、記録する（Research＆Report） 

情報整理 

・情報ファイル作り 

・更に深く調査する対象を検討する 

・企画のタネがビジネスになるかどうかも含め検討 

 

２、興味・着眼した事項を独自の視点を持って調査研究まとめ・発表 

情報収集まとめ 企画立案実習 

独自の視点での調査研究 

・着眼の深掘り 

・プレゼンテーションツール（パワーポイントによるマップ）作成 

・成果発表リハーサル 

成果発表プレゼンテーションの実施 

 

３、卒業研究・創作まとめ 

  成果発表のフィードバックを講師やインターンシップ先企業など自身がメンターとして設定した方からアドバイスを 

いただきながらブラッシュアップする。 

 

【評価方法】  

学業評価(平常授業応答、課題)70%   授業姿勢(出欠状況、授業課題提出状況)30% 
 

主要教材図書  各自 

参考図書   特になし 

その他資料   特になし 
 

 
記載者氏名 川井佐江子 

 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業の特徴 

個々の将来のキャリアの中で実施したいプロジェクトの立案を、ワークシートや点検を行い、作り上げる 
担当教員：川井佐江子 財団法人専修学校教育振興協会認定 専修学校教員資格取得 
一般社団法人 足と靴と健康協議会 シューフィッター（プライマリー）取得 
一般社団法人 足と靴と健康協議会 シューフィッター（幼児子ども）取得 
一般財団法人 日本教育推進財団監修 日本コミュニケーション能力認定協会 コミュニケーション能力検定 2級取得 
一般財団法人日本能力開発推進協会 JADP認定チャイルドコーチングアドバイザー取得 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 
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